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本編ニ;liをデ述’｀ごントフヽルノ｀、主トシデ｢ツベルク

リン｣及各別分ノ生物學的検索二回シテデアル。

一般細iW或ハ血清が有スルガ如キ、免疫反恵二

於ケル免疫元トシテノ、或。・ヽ反座元トシテノ能

カヲ有スルヤ否ヤ、或ハ叉健康動物二對フヽル｢ア

1ノルギー｣賦典能カノ有無ラモ検シク。是等ニ

併セヘ結核動物二對スル抗元的作用ヲモ究明

シ、以テ「ツベリレクリン」或ハ各別分個､々ノ生酸

二對スル特異性ヲ明カユセント欲シタモノデア

リ、第一編二斂シタル物理化學的特異性ト相對

立シテ、「ツベルクリン」ニ開ソヽル研究ヲ･全カラ

ントシタモ´デアル。

第一章

　

）ソベルクリン」及ビ各劃分ノこヽソベルクリン・アレルギー］

　　　　　　　　　　

賦輿能カニ闘スル賓験
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’「ツベルクリン」が健康動物二對シ、「ツベルク

リン・アレルギー」賦呉能カヲ有フヽルヤ否ヤニ開

シテ｡ハ、種々説ガアルノデアルガ、1913年

Seligmann ｕ． Klopｓtｏｃｋ（1）ノ｀ヽ是二開スル賓験

リ･開始シ、途中大戦ノ認挫折スルノ止ムナキニ

至ツタガ、1922年、菖「ツベルクリン」ノ0．1－

0．２ ccm ヲ、健康海銚ノ皮下及ビ皮内二交互

反復注射フヽル事ニョリ、「ツペ゛ルクリン・アレノレ

ギー」テ獲得セシメ得タト梧シ、叉該動物ハ處

置注射8―21日後、「ツベルクリン」ノ静脈内注

射二依リ、何レモ「アナフィラキシー」死ヲ来ス

ラ見タト云フ。然シナガラ、「ツベルクリン」皮

内反憲二開シクハ、結核動物二於ケルガ如キ

Kokardenform或７、Dreifarbenreaktion ^

見ル事ナク、唯注射局所ノ登赤蛙二炎症症状テ

見ルノミナリト云フ。Orsini 、Ｅ．（2Jハ腹腔内處

置及ビ腹腔内再注射二依り、Calmette, A.、（s）

Breton, M.、Ｐｅtit，Ｍ．ノヽ静脈内處置及ビ「ツ

ｙ､ごノレクリンJ眼反憲二依リ、Marie, A.にL Tiff-

eneau, M.ハ「ツベリレクリン」處置及ビ脳膜内再

注射二依リ、Mantouχ、Ｐｅｒrｏｙ（5ヘハ「ツベルク

リン」或ノヽ菌畷蛋白天使用シ、何レモ（ツベ）レク

リン゜アレルギー」乃至ダ｀「アナフィラキシー」ヲ｀

確認シタリト云フ。是等ハ「ツベリレクリン」ノミ

ニョリ、動物ナ感作シ得ルト将ソヽルノデアルガ、

Ｕｎｇｅｒｍａｎｎ（6）ノ（ｌ ccm 或ハソレ以上ノ菖「ツ

ベルクリン」ノ大量？腹腔内或ハ静脈内二注射

スルトモ、動物ヲ≒感作セシムル事ハ出来ナカツ

タト云ヒ、Ｍａｒket（7Jモ同様陰性成伺け示シ、

次デ諸家ノ賓験二依り、「ツベルクリン」軍濁處

置ニョル感作ハ不可能ナラン!ヽ、現在ノヽ一考ヘラ

レ、テ居ルノデ｀アルｏ

抑ｌ非結核個醵が、生結核菌こj以テ感染うj起ス

事ナクシテ、「ツルクリン」ニ對スル反憲能力

乃至ハ結核感染二對ノヽル免疫ヅ得ルヤ否ヤハ多

倣ノ學者二依り検討セラレツヽアル處デアル

ガヽＢｅｈｒｉｎｇ（8）、Piｒｑｕｅt夙Ｒ６ｍｅｒ ｕ． Josｅｐｈ洲
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等ノ「ア1ノノレギー」ニ開スル研究ニョリ、結核感

染ヲ受ケタル有機個値が「ツベルクリン・アレル

ギー」ヲ示スヘ再感染二對シー定ノ免疫ヲ表

示フ、ルニ外ナラズlヽノ説ヨリシテ、結核免疫テ

得ン篤ニ゛゛先ゾ「ツ’゛ルクリン゜アレルギー」ヲ

得ルニ若カズトナシ、結核感染ナキ、「ツベルク

リン・アレルギー」ヲ獲得セシメントスル努カガ

現レテ来タ。

而シテ一方、「ツルクリン゜アレルギー」ノヽ生

結核菌感染ナクシテノ･･ゝ起り得ズト、Uhlenhｕt（11）、

Selterロ、Calmette皿、L6ｗｅｎstｅｉｎ（昧、等ハ柵

ヘテ爽タノデアルガ、1916年Ｂｅssａｕ脈ノヽ、i毎

撲二於テ、死結核菌ヲ･以テ「ツベルクリン」皮内

反座せ陽性ナラシムル事二成功シ、次デ、Ung-

ｅｒｍａｎｎ，Ｌａｎｇｅr町、Ｆｅrｎｂａｃｈ（17）、Ｂ６ｃｋｅｒ（18）、

Ｎａｋａｙａｍａ皿、Ａｄａｍ（2o）、Ｐｅtｒofr（21）等ハ此ノ事

賞ヲ･確認フ、ルニ至り、生菌感染ナクシテモ結核

死菌免疫ニョリ「ツベルクリジアレノレギー」ノ

登現シ得ル事が明カトナツタ。而シテ叉是等､八

一程度ノ免疫性テ件フ事賓ヨリシテ、結核免疫

ノ由ツう｀来ル所以テ高唱シタノデアル。

斯クテ、生菌感染ナキ「ツベルクリン・アレル

ギー」ノ肢現が立澄サレタノデアルガ、Moro

ｕ. Ｋｅｌｌｅｒ（22）ノヽ死菌注射が解剖的受化ヲ件ヒテ

煩ハシク、叉有害ナルベキプ顧慮シ、こツベル

クリンJト稀薄痘苗ノ混合液ヲ以テ之二代へ同

様ノ「ツベルクリン」皮膚感受性テ惹起セシノン

ト企圖シ、７名ノ見童中６名二於テ陽性反雍テ

澄明シ得ルニ至ツタ。

今若シ、茲二述ペダル賞験が事賓lヽスルナラ

バ、是等が「ツｇルクリン゜アレルギー」ノ本態

二開シテ、叉惹イテハ結核免疫トノ相互開係二

開シテ寄貢フ､ル處斟カラデルベク、余へ余ノ

得タル「ツベルクリン」及ビ其劃分テ以テ、果シ

テ是等ニ「アレルギー」賦呉能カアリヤ否ヤ、叉

有リトフヽレバ如何ナル劃分ニアリヤヲ知ランド

欲シタノデアル。
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第一節「ツベノl・タジン」、各劃分軍属政二豚血清加「ツベノl・タジン」、

　　　　　　

各劃分ノ皮膚戚性賦典能カエ開スノ・賓験

1925年Moro ｕ． Keller ､ハ健康小見二於テ｢ツ

‘゛゛ルクリン｣ノミノ處置－テノ｀｢ツｇルクリン’

アレルギー｣ヲ惹起セシムル事ノヽ出来ナカツタ

ガ、之二牛痘淋巴或ハ、豚血清テＳｃｈｌｅｐｐｅｒ

トシテ用ユル事ニヨ｡リ｢アレルギー｣獲得二成功

シ、｢ツベルクリン｣ノ他二或異種蛋白ヲ用ユル

時ハ、異種抗漿ノ登生ヲ促シ其ノ結果著明ナル

皮内反庶ヲ来スモノナリト将ヘタ、、此事賓ヲ支

援スルモノニ、D61tｅr(23)、Ｎａｋａtａ(24)、Groer,

Ｐｒｏｇｕlski，Redlich(25)、涌谷(26)、:大島(27)等ガアリ

Gamma ｕ．Ｇｉｏｒｄａｎｓ(28)、Sachs(29)、Klopstock,

Wei1ノヽ陰性成績ヲ得タト報告シテ居ル。

余ハ上記事賓ヲ確ノントシ、豚血清ヲSchlep-

ｐｅｒトシテ使用シ次ノ如キ賓験ヲ行ツタ。

　　　　　　　

第一項

　

賞験方法

供試獣、｢ツ｣反臆陰性ナノl／、300－400 gr 僣重ノ健康

海倶32頭ヲ用ヒ、之ヲ８群二分ツ。

第１群

　

３頭、奮｢ツ｣(傅研)10×液0．１ ｃｃｍ宛。

第２群

　

５頭、荷｢ツ｣10×液0．１ ccm 十豚血清0．３

ｃｃｍ宛。

第３群

　

３頭、｢ソー1ヽｙ・タペルクリｙ｣0.1 ｃｃｍ宛。

第４群

　

５頭、｢ソ・ツ｣0．１ ｃｃｍ十豚血清0.3ccin宛。

第５群

　

３頭、Ｔｏ･stoff 0．５mg 宛。

第６群

　

５頭、To-stoff 0．５ｍｇ十豚血清0．３ ccm 宛。

第７群

　

３頭、Ha-stoff 5 mg 宛。

第８群

　

５頭、Ha-stoff 5 mg十豚血清0．３ ccm 宛。

注射方法

　

上記各所要量(To-stoff, Ha-stoff ^ヽ0.5ccm

生理的食甕水二溶解jス)ヲ５日毎ニ３同腹壁皮下二注

入ヌ。

観察法

　

免疫開始後１週目、免疫笏了後３日目、10日

目、17日目ノ４同二亙り皮内反塵ヲ検ヌ。皮内反感

ニ･ハ奮｢ツ｣10×液. To-stoff O ．ｌｍｇ、Ｈａ･stoff0.5mg.

【第17 巻

ヲ使用ジ、狼對照トジテ0．5％｢カノl/がーノl/｣加生理的

食膳水ヲ置ク。

　　

第二項

　

賓験成績(第1、2、3、4表參照)

第１群

　

各海狽、各同｢ツ｣皮膚反座陽性韓化セ

ルモノテ見ナイ。全然陰性成績ヲ示ス。

第２群

　

第１同検査ニテノ'ヽ、Nr. 84， Nr. 91 が

弱陽性予示シ、他｡・ヽ何1ノモ陰性。第２同検査ニ

テノヽ、各海抜共弱陽性ヲ示シタ。第３同検査ニ

テノヽ痕跡陽性テ示スモノア1／ド(Nr. 91)第４同

検査ニテノ'ヽ全海狽陰性トナル。

第３群｢ツ｣反廳陽性ヲ示スモノナシ。

第４群

　

第１同検査二於テ、Ha-stoffニ對シテ

ノヽ各海抜共陽性ｆ示セド奮｢ツ｣、To-stoffニ對

シテ。・ヽ陰性。第２同検査ノヽ全部陽性ヲ示シ、第

３同、第４同検査二於テ漸次反庶微弱トナル。

第５群各海狽共、終始陰性テ示ス。

第６群

　

第１同検査何1ノモ陰性。第２同検査痕

跡陽性テ示シ、第3、第４同検査ニテノヽ陽性ナ

ルモノテ見ズ。

第７群

　

終始、陽性二韓化セル海狸ヲ見ズ。

第８群

　

第１同検査二於テNr. 97 JミノヽHa-

stoffニテ陽性チ示スモ、他ハ何レモ陰性。第

２同検査ニテノヽ痕跡陽性ヲ･鐙シ得ルモ、第3、

4同検査二於テノ'ヽ陰性成績テ見タ。

要之、｢ツベルクリン｣叉ノヽ各割分軍偏見疫ニテ

^＼ 「ツベルクリン・アレルギー」賦爽．ハ困難ナ

リシヽ豚血清ノ適量ヲ附加スル事ニョリ、多

少allergisch J傾向ヲ爽フル事が可能デアリ、

叉

二現゛｀ル｀モノノ如クデアッタ。

　　　

第二節｢ツベノl・タジン'｣及各劃分ノ皮内注射二依ﾉlバアレぞギー｣賦輿育験

免疫抗醗産生機輔二皮膚が主要ナル役割ヲ演ズ

　　

戟二對スル機械的防禦作用テ有スルノミナラ

ルニ非ズヤト､ハ、古クヨリ考ヘラレテ居タ處デ

　　

ズ、免疫學的ニモ特殊ノ生物學的作用テモ具備

アルガ、1919年Hoffmanが3oヘハ皮膚ノ'ヽ外的刺

　　

スルテ明カニシ、Esophylaxieナ7レ説ヲ立テタ。
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第２妓】 村田＝「ツベノ1/クリｙ」ニ開ヌノ1／研究

本邦二於テ。･ヽ富永31)が賓験的二同説ヲ裏書キス

ル報告ヲシテ居ル。

近時、MU11eｒ(32ヘハＡＯｌａｎヲ用ヒ琳毒性疾患

ニ、K6hleｒ(33)、Ｈｅｉｌｍａｎｎノヽ血清注射二依ル皮

膚過敏症二於テ、Ｈａｃｈ，Ｂｏｒodaj(3らヽ葡萄状球

菌注射二依ル皮膚中ノ細菌数ノ憂化二於テ、

Ｍｉｃｈａｅｌ(35)ズヽ葡萄状球菌處置ニョル凝集反庶

ニ、Stal，Winkler(36)、Ｔｕftぐ已箭頭順ハ｢チフ

ス｣菌或ハ｢コレラ｣菌ヲ用ヒ、凝集反息テ観察

シ、何レモ皮内處置が、皮下乃至ハ爾他ノ術式

二比シテ少カラザル優位テ示スト云フ。余－ヽ

｢ツベルクリン｣及ビ各劃分テ健康海倶ノ皮下二

注射シテモ、｢アレルギー｣賦奥ノ不可能ナルヲ

知ツタノデアルガ、(前節參照)上記報告二見ル

如ク皮内二注射スルトキダヽ如何ナル結果トナル

カヲ見ントシタ。

　　　　　　　

第一項

　

賞験方法

僣重350 gr 前後ノ健康海狼12頭ヲ使用ン、之ヲ４群

二分ツ。

第１群

　

３頭、奮｢ツ｣10×液0．１ ccm 宛３日目毎ニ

５同二亙り同一局所二皮内注射ス。

第２群

　

３頭、本群／ヽ對照ノ意味ヲ有｡ｽﾉ1／ト共ニ、前

節二邁ベタノ1／賓験ノ延長トモ見倣スベキモノデアク

テ、薯｢クペノl/クリｙ｣ノ可成大量ヲ皮下二注入ジテ

｢ア1／ﾉl/ギー｣出現ノ有無ヲ検ジタモノデアノ1／。e｢1チ奮

｢ツ｣原液ノ0．2、0．4、0．6、0，8、1．０ccm ヲ３日目毎二

同一部位二皮下注射ジタ。奮｢ツ｣ノ全量｡・ヽ3．０ ccm

デアノl/。

第３群

　

３頭、Ｔｏ･stoff

　

ノｌ ccm 生理的食晩水ニ

ｌｍｇヲ溶解シタルモノO．ｌ ccm ヲ同一部位ノ皮内

ニ３日目毎ニ５同注射フヽ。

第４群

　

３頭、Ha-stoff / 5 mgヲｌ ccm ノ生理的

食甕水二溶解シI、ソノ0．１ ccm 宛ヲ同一部位ニ３日

目毎ニ５同二亙’ﾘ皮内注射ヌ。

観察方法

　

奮｢クベノ1／クリｙ｣10×液0．１ ccm ヲ以テ

注射部位(第５表中(同)ト記載)及他部位(表中(異)ト

記載)ニ於テ、免疫終了後３日目、10日目ニ、皮内反

181

庶ヲ検フ･。

　　　　

第二項

　

賞験成績（第５表參照）

表二示セルガ如ク、奮「ツベルクリン」ノ皮内注

射ニョリテモ、亦其大量テ皮下二注入シテモ、

「ツルクリン・アレルギー」ヲ惹起セシム事ノヽ

不可能デアツタシ、叉各劃分ノ皮内注射二依ツ

テモ陽性成績ヲ得ル事ノヽ出来ナカツタ。「ツベル

クリン・アレルギー」ニ開スル限り皮内、皮下何

レノ方法二依ルモ「ツベルクリン」或ハ各劃分テ

以テシテヘ皮膚感性ヲ･賦貨スル事ハ出爽ナｆ

ラシイ。

　　　　　　　

第

　　　

５

　　　

表

免１番

疫

元１抗

僣

重

性

別

幡

Ｎ　゛

替＼

免疫終了後
３　　日　　目

免疫賠了後

10　　日　　目

　　　　　-W l7■　　皿

　　24　　　　4824 48

←
0　　80
×

ンｊ

ズ81
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第三節本章ノ小括

第‾及第二節７賓験ザ通覧タ・ﾉ1’ニ｢｀ダルクリ

　　

ン｣及各劃分へ軍鶏處置ヽニテ.ハ暇令其大量チ
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用‘ヒテモ，亦皮内注射二依リテモ「アレルギー」

ヲ賦奥スル事ノ不可能ナルテ知ツタ。然シナガ

ラ豚血清ヲ賦活物質トシテ添加スレバ幾分「ア

レルギー」ノ傾向テ惹起セシメ得ル。但シコノ

場合ニダヽ結核動物二於ケル「ツ」皮内反庶二見ル

ガ如キKokardenform乃至ハDreifarbenre-

aktionハ１例モ経験スル事が出来ナカツタ。

曾ツテＦｅｒｎｂａｃｈ鴻，Ｈｅｒｚｅｒ，Ｄｅｍｏｈｎ等ハ菖

「ツベ｀ルクリン」ニ豚血清刊翁加スル事ニョリ惹

起サレル「ツベルクリン・アレルギー」ハ「ツベル

クリンJニ特異ナルモノデ,ハ無クシテ，「グリセ

リン・ディオン」過敏性ナリト云ツタ事ガアル

【第17巻

が、余ノ賓験二於テ。ハ、「ソートン・ツ゛゛ルクリ

ン」ニ於テモ、各劃分二於テモ、奮「ツルク

リン」ニ於ケルト同様ナル結果テ得タノデアツ

テ、必ズシモFernbach等ノ唱ヘル如キモノデ

ーハ無イト思ハレ、「ツベルクリン」ハ勿論、各劃

分共、ＬａｎｄｓtｅｉｎｅｒノＨａｐtｅ励o）ナラント考ヘ

フレノレ。

然シナガラ、豚血清添加ニョリ惹起サレタ「ツ

・ヽ゛ルクリン・アレルギー」が真正「ツ・アレルギ

ー」ナリヤ否ヤニ開シテノ｀ヽ未グ究明ノ除地ハア

ルデアラウ。

第二章「ヽソベルクリン」及各劃分ノ造抗豊能カニ関スル賞験

Christian ｕ．Rosenblatt ・ヽ健康海=痕二於テ「ツ

ベルクリン」軍濁處置二依リテ､ハ、補醗結合反

感テ呈スル抗膿ノヽ認ノズト述ベテヰルノデアル

ガ、Ｈ． Ｋｏｃｈ（糾ノヽ同様海狽テ用ピクル責験二

於テ、前者等ト､ハ逆ノ結果ヲ述ベテテル。印チ

「ツベルクリン」或ダ｀新「ツルクリン」テ↓以テ前

處置セルモノノヽ陽性反廊テ呈シ、且陽性反座ノ

キハ肉汁自己二對スル結合反庖デアツテ、他牛

｡ハ結核菌生産物質二由ルモノト看倣･､べ｀ク、而

モ前者ノ結合度逞カユ後者ラ凌駕フ､ト云ツフ居

ル。叉Ｇｒｕschka（42）及Guthモ人醗二於テ大

量ノ罵「ツベルクリン」刊主射シ、楢且人膿が自

受的二無反恵二経過スル際ニ｡・ヽ常初補膿結合反

座陰性ナリシモノモ、同反恵ヲ･陽性化セシムル

事が出来ルト云フ。箭頭モ亦、氏ノ得タル精製

「ツベルクリン」が特殊性抗償ノ産生能ノカヲ有ス

ノレ事ヲj巫ベテ居ル。

然シナガラ、前章二於テ述ベタルガ如ク「ツベ

ルクリン」軍濁ヲ･以テシテハヽ「アレルギー」化ス

ル事ハ勿論特異性抗膿ラ産生セシムル事ノ困難

ナルニ1ト｀一般ノ認ムル處デアルガ、コレニ賦

活蔵ヅ添加スルトキーハ叉コレト異リタル成績

ラ得″ラル｀ニアラズヤト考ヘラレル。

第一節

　

豚血清加「ツベノ･・クソン」及ビ各劃分ノ抗穀産生能カエ開スタ賓験

1921年Ｌａｎｄstｅｉｎｅr(43;がHaptentheorieヲ･唱

ヘタルニ常リ、フオル犬マン氏抗元二豚血清子

膿産j↑リ見タト云1=、Goebel ａ．Ａｖｅｒy㈲ハ肺

炎雙球菌ノｍ型菌ノ

　

Polysaccharidハソレノ

ミ:デハ免疫元性ナキモ、之二馬血清「グロブリ

ン」刊翁加シテ免疫フヽルトキノぐ血清中二該菌

二對スル凝集素及沈降素ザ鐙スルニ至ルト云ツ

テ居ル。余ノヽ先ニMoro, Keller等二従ヒ「ツ

ベルクリン」及各劃分二豚血清々添加スル事二

依リ、多少ナリトモ「アレルギー」ノ登現ラ見タ

ノデアルガ、木賓験二於テノヽ家兎ヲ用ヒテ免疫

抗醵産生ノ有無テ補劈結合反庶及沈降反座ニヨ

加へ、之う゛家兎二注射ソ、ル時ハ(Kombinations-

i°munisierung) y_氏抗胎月

ｦ'、明カニシタノデアルガ、其後Hapten ７

aktivieren

　

シテVollantigenタラシメルニハ、

豚血清が最モ可ナリト

　

Klopstock ｕ．Witeb-

ｓky44jモ述ベテヰル。箭頭G5)ハ結核菌類脂肪酸

ノ免疫二営リ、類脂肪酸軍濁ヲ以テシテ。･ヽ抗酸

産生不能ナルニ、豚血清ヲ附加スル事二依り抗
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リ知ラントシタモノデアル。

　　　　　　　

第一項賞験方法

貨験動物トジテーハ、叢重1500 gr 内外ノ健康家兎ヲ

選ビ、３匹宛３群二分チ、「クペノl/クリソ」及劃分ノ賦

活叢トジテハ豚血清ヲ用ヒタ。而シテ後邁ヌノ1/が如キ

量ヲ、10日間毎日耳静脈内二注射ジ、最後ノ注射ヨ

リ10日後、仝採血ヲ行ヒ血清ヲ探取ス。

第１群「ソートｙ・クペノ1／クリｙ」２ ccm 宛注射家兎

１頭。 1/lo濃縮「ソートゾ・ツペノ1/クリソ」２ ccm 宛注

射１頭。「ソートン・ツペノレクリｙ」2ccm十豚血清10

％生理的食甕水稀樺液３ ccm 注射１頭ト｡ス。

第２群

　

Todstoff, Eluat ２ccm 宛注射１頭。Todstoff

lmg宛注射１頭。Todstoff l mg＋10％豚血清３ ccm

注射１頭トヌ。

第３群

　

Hautstoff l mg 宛注射１頭。Hautstoff 10 mg

宛注射１頭。 Hautstoff 10 mg＋10ｸぶ豚血清3 ccm宛

注射１頭トス。

斯クテ得タル血清ヲ以テ、補叢結か反鹿及沈降反喉ヲ

検フ､ﾉl／ト共ニ、免疫期間中、第１同注射ヨリ１週目及

免疫完了後１週目ニ、10×荷「ツ」液、Ｔｏ-stoff及Ha-

stoffヲ以テ皮内反胞ヲ検ジタ。

　　　　　　　

第二項

　

賓験成績

I．

　

補膿結合反庶

抗元丼夜ノ製法「ソートン゜ツベルクリン」ノ｀原

液ヲ其位使用シ、To-stoff及Ｈａ-stofrズヽ各々

0．1％生理的食:盛水溶液ザ抗元原液トスル。

溶血素

　

滞村りノカ註二依り得タル、山羊血球

竟疫家兎血清テ非働性トナシ、木試験ニダヽ溶血

量ノ３倍量テ使用シタ。

血球浮游液

　

山羊ノ脱繊維血液ヲ生理的食盛水

ニテ数同洗滞シ、2．5が浮游液トナシタルモノ

ヲ’用フ。

補膿

　

新鮮「モルモい」血清（数匹ヨリ得タルモ

ノ）ヲ10倍二稀郡シ、ソノ0．５ ccm ヲ使用ス。

而シテ試験管ノ全容量テ2．5 ccm トシタ。

1）抗元ノ抗補醒作用

第６表二示シタル如ク「ソー1ヽン・ツベルクリ

ン」ハ４倍液、To-stoff, Ha-stoff ７､原液ニテ夫

々抗補慌作用ヲ’認ノ’タルニョリ、抗元ノ使用

量ハ、「ソートン・ツベルクリン」ノ｀ヽ16倍液、
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To-stoff及Ha-stoff >･ヽ4倍液トシタ。

2)抗元ノ軍鶏血球溶解作用

各抗元原液テ小試験管二週減的二注加シ、2．5入

血球液ラ加ヘテ振�混和シ、生理的食盛水ヲ加

ヘテ全量テ2．５ ccm トシテ、時々振濫シツツ、

37度ノ孵卵器内ニ、２時間収ノシ後結果テ見更

二冷室二約20時間置キタル後再ビ判讃セルニ、

軍鶏ニテズヽ血球溶解作用ハ認ノナカツタ。

3)木試験成績

第１群｢ツベルクリン｣軍偏免疫ニテダヽ陰性

(Nr. 133、Nr. 144)。豚血清添加二依リ、S.T

及Ha-stoffテ抗元トシテ、５Ｘ－１０ｘ－テ微

弱陽性ヲ見タ(Nr. 141)。(第７表參照)

第２群

　

To-stoff軍偏免疫ニテハ抗元産生尹見

ズ(Nr. 136、Nr. 137)。豚血清添加ニョリテ

モ、Ha-stoffテ抗元トシテ５倍二於テ疑陽性テ

見ルノレNr. 138)。(第８表參照)

第３群

　

第２群ト同様ナル結果尹得タルモノ

ニシテ、豚血清添加ノ場合、Ｈａ-ｓtofrテ抗元

トシテ５倍二於テ疑陽凹ビ見タルノミ。(第９表

參照)

n.

　

沈降反古

　

・

重畳法二依ル。各抗元原液ヲ･遮減的二稀郡シ小

試験管二入レ、之二元疫血清ヲ毛細管ニテ移シ

重畳セシノ、20分室温二置キ判讃フ､。

第１群、第２群、第３群何レモ陽性成績ヲ得タ

ルモノテ見ズ。(第10、11、12表參照)

Ⅲ。｢ツベルクリン｣皮内反古

第１群

　

見疫開始後１週目ニーヽ陽性ナルモノナ

ケレド｀、終了賊１週目ニテノヽ豚血清添加免疫家

兎(Nr. 141)ニ｢ツ｣皮内反感陽性二出現シタ。

(第13表參照)

　

第６表

　

S.Ｔ･､To-stoff,Ha-stoff /抗補但作用

抗元

秤
以
、

陽元

　

S.T.

　

一
飛70.1で

１×

＋
一
士

一
士

２Ｘ 4×

　

8× 16× 32× 6･1Ｘ

十
一
一

一

一

－

四
-
一
一

四

｜

， 四

｜

-

-

一

一

一

第２群

　

Ｔｏ-ｓtｏｆ軍鶏免疫ニｆ終始に性(Ｎｒ
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第７表
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「ソートｙ・ツベノl/クリソ」免疫群

家

兎
番
技

－

133

　僣

　重

　kg

1.400

免

疫

量

性

別

稲叢結合反庶

＼血
抗＼請
　元＼

５× 10× 20× 40×

　〃

80×

-
四

2C.G 含

S.T.　４　＿ - ㎜

To-s 四
-

‾　‾１‾

Has －ｉ－　－｜－ 〃

144 1.800
VlO K

2 c.c.
含

Ｓ．Ｔ。 -｜-　ｰｉ　-　ｌ　　　，
－１

To-s 　　　｜‾｜‾
＿　＿｜＿

Ｈａ･ｓ －１－ -
＿！＿

　　114L 1.600

　　｜

　S.T.

　　＋

Schw.

S.

含

S.T. 士ｌ－１－‾１‾

To-s - - - - -

Ha-s 士｜士 一・- ㎜

第８表

　

To-stoff免疫群

家

兎
番
抗

僣

重

kg

免

疫

量

性

別

稲叢結合灰塵

＼血
抗＼清
　元＼

５× 10× 20× 40× 80×

136 1.700
Eluat

2c｡a
含

S.T. - －｜一 - -

To-s - - - 四 -

Has ㎜ - - - -

137 1.800 lmg 含

S.T. －≒ - - -

To-s - - 一汁 -

Ｈａ･ｓ - ㎜ - 四 〃

138

-

1.700

　1 mg

　　＋

Schw.

S.’

含｀

ST. - - - - -

To-s - 一　一 - -

Has士ｉ－・－
　-
㎜ 　　四㎜

第９表

　

Ha-stoff免疫群

家

兎
番
抗

磐

重

kg

免　雅

疫

量　別

稲叢結合反感

＼血
抗＼清
　元＼

５× 10× 20× 40× 80×

134 1.600 lmg ｔ

S.T.
‾ｌ‾　‾｜‾ -

To-s - -．- 四 -

Has 皿 －｜痢－ -

142 1.500 lOmg 含

ST. - －　－１－ -

To-s - 四 - 四 -

Has -｜-　-一一

　Ｉ　　　・　　　ｉ -

145 1.800

lOmg

　＋Schw.

S.

含

S.T. - - _｜_
四

Ｔｏ･ｓ四 一｜一ｉ－ 四

Has 士ｊ－’－＝－；一

　

136、137)。豚血清添加ニョリ、免疫終了後１週

　

目、皮内反廳弱陽性二現ル(Nr. 138)。(第14表

一參照)

第 10

【第17巻

表「ソートン’・クペノ1/クリン’」免疫群

家
兎
番抗

僣

重

kg

免

疫

量

性

別

沈　　降　　反　　庶
＼倍

抗＼撒１×
　元＼

２× ４× ８× 16× 32〉く

133 1.400 2 CG

ST.　一
一

ｔ Ｔｏ-ドー

- - - - -

- - - - -

！ Ha-√－ -
＿ｌ＿

- -

144 1.800
VlO K

2c.c.

S.Tムー - 一　一 -｜-

t To-s　一 - -　- - 四

Has - - ㎜ -　- -

141 1.600

　S.T.

　＋

Schw.

S.

含

S.T. - -
- ●

-　- -

To-s - 四 - - ㎜ -

I Ha-s I - - I - 一≒｜－

第11表

　

Ｔｏ･stoff免疫群

㎜
家
兎

番
胱

僣

重

kg

免

疫

量

性

別

沈　　降　　反　　鹿　　　｜

＼倍

抗＼敵１×

　元＼）

２× ４× ８× 16× 32×

136 1.700
Eluat

2ca
･;!;ヽ

S.T. - - 一汁 - -

To-s - - ㎜ - - 四

Ｈａ･ｓ - 一　-
　｜ ㎜ -

四

137 1.800 lmg 含

S.Tパー ㎜ - - - -

To-s －１－ 四 - ㎜ -

Has - - - - - 〃

138 1.700

　lmg
　＋

Schvv.

S.

含

ST. - - - - - -

To-s - - - - - -

I Has 　　　｜-　ｉ　- - - - -

第 12表

　

Ha-stoff免疫群

家
兎
番
抗

殼

重
kg

免

疫

量

性

別

沈　　降　　反　　胞

＼倍
抗＼撒
　元＼

１× ２× ４Ｘ ８Ｘ 16× 32×

134 1.600 1 mg 含

S.T. - - - ㎜ -　１　-
　　　｜

To-s - - - -　- -

Has - - - -　- 〃

142 1.500lOmg 含

S.T. - - - -・- -

To-s - - - 一　一 -

Ha-s - - - -・- -

145 1.800

　lOmg

　＋

Schw.

S.

含

S.T. 四 ●四 - -　- -

To-s - - - -　- -

Ｈａ･ｓ - - ㎜ -・- -

第３群

　

前群ト同様ニテ豚血清添加免疫家兎二

於デノミ、免疫終了後１週目二皮内反廳弱陽性

トナルヲ’見タ、、（第15表參照）
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第13表「ソートｙ・ツベルクリン」免疫群

家

兎
番
披

替

重

kg

免

疫

量

性

別

ヅこソベルクリｙ」皮内反嘔　　　　‘

＼‰
　　　　　　　一一免疫開始ョリ　　免疫終了ョリ

１　週　目　　１　週　目

劃　＼　j　94
　分　　　゛

48　　　　　　24 48

133 1.400 2aa

　　10×「ツ１　　　　‾　　　　　　　‾　　　　　　　‾　　　　　　　‾‾

　　　　　　－　　-　　１　To-s　　　－　　　－　　　－　　　一
念　　Has　，－　　　－　　　－　　　－

　　　NaCl　　－　｜　－　　　－　　　－

144 1.800
^^o K

2 CO

10×「ク」０．３×０．３　－　０．２×０．３　－

木

－

　　Ｔｏ･ｓ　　　　-　　　　―｜　　　_　　　　　　　-

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｓ

６　　ｉ　Ha-s　　　　　　－　　｜　　－　　０．３×０．３　　－

NaCl　：　　－ ｌ　　－　　｜　－　　　－

141 1.600

　　　　　　　　　　　　　10XOｿj'　　－　　　　－　　１．５×1.21.3×１．０

　　Ｓ．Ｔ･　　　　　　　　　To-s　：　　－　　　　－　　０．３×0.30.3×０．３

Schw. s.　含　　　Ha-s　・　－　　　　－　　０．５×０．６０．５×０．５

　　　　　　　　　　　　　｜　　　　　　　　　　　　　　NaCl　　　―Ｓ　　　‾　　　　　　　－　　　　　　　‾

第14表To-stoff免疫群

家

兎
番
抗

髄

重

kg

免

疫

量

性

別

「クペノ1/クリｙ」皮内圧哩

診
免疫開始ョリ
１　週　目

免疫終了ョリ
１　週　目

24　　　　　　48 24 48

　　　　　　　　　　　　　1

136　1　1.700　ﾂﾞｺﾞ　　含

　　　　　　　　ｌ

10×「ク」 -　　｜　　- - -

To-s - - - -

Has - - - -

NaCl - - - -

　　　　　　　　l

137　　　1.800・　lmg

　　　　　　　　｜

含

10×「ク」 - - - -

To-s　！　－ - - -

Has　｀ - - - -

NaCl　i　　－ - - -

　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　lmg

138　1　1.700 ’　＋

　　　　　　　　　Schw. =>.
　　　　　　　　　j

含

10χΓ'ｿﾉ　　一一 ０．４×０．４０．３×０．３０．５×０．４

To-s　i　－ - ０．３×０．３０．３×０．３

Has 0.2×0.2 ０．４×０．４０．４×０．４０．３×０．４

NaCl - - - -

家
兎
番
琥

替
重
㎏

免
疫
量

第15表Ha-stoff免疫群

陸

　
　

別

ツベノl／クリｙ

185

24 48

免疫終了ヨリ
1
-

24

週

　

目

48

- - -　　-

「　　　- - - -

｜　　　- - - -

１ 　 　 　 ㎜

｜
｜

- - -

- - - -

- -

- -

- -

- -

- -

- -

- -

- -

- -

- -

〈0.4:0.4〉

- -

- -

- -

- -

- -

＿　　｜　　＿

- -

134 1.600

-

1 mg ・ゝ

10×「ク」

To-s

Has

NaCl

Ｋ
Ｓ

10×「ツ，

To-s

Ｈａ･ｓ

NaCl

ツ｣!

　

-

-¦四-

142 1.500 lOmg 含
To-s - - - -

Ha･s　i　一 - _　　｜　　_

NaCl　　　－ - - -

145 1.800
　lOmg

　　＋Schw. s.
含

10×「ク，　－ - ０．３×０．３０．５×０．５

To-s　l　－ - ０．３×０．３０．４×０．４

Has　0.4×0.4:0.4×0.3 0.4×0.410.6×0.6

ｉ　ＮａＣレ　　ー　　ｉ　　ｘ－，　－　｜
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第二節「ツベノｙタジン’」ノ「カオジこ／」吸著物(Kaolin十Adsorbat)

　　　　　　　　　

ノ造抗僣能カエ開スノレ賓験

蛋白様物質ノ造抗膿能カハ、抗元が｢コロ１ド｣

ノ性質ヲ･帯ど、而モ大ナル分子量ラ有スル事二

依り登揮出来ルノデアルガ、此ノ抗元ノ特異性

ノ'ヽ分子構造(radical) J如何二依ルモノデアルト

Wellｓa7).ハ述ベテ居ル。

Seibeｒt(4（ハ、硫酸安門或.・ヽ三盛化酷酸ヲ･以テ

｢ツベルクリン｣ヨリ有該物質ヲ精製シタノデア

ルガ、是等ノ｀ヽ2.500ヨリ2．000迄ノ間種ノ1ナル

分子量ノモノガアリ、結核海挑二對スル特異的

皮内反忠及ビ免疫血清二對スル沈降反忠へ分

子量ノ大、小二拘ラズ惹起スル能カハ保有シテ

居ルガ、VoUantigen

　

トシテ健康海挑ヲ感作セ

シムル能カハ大ナル分子量ラ有スルモノニ.4ミ

在リ、小ナル分子量ノモノノヽ之テ訣除シテヰル

ト云フ．ソコデ彼女ノヽ、此ノ小ナル分子量ラ有

スル有該物質ＳＯＴＴ(｢ツベルクリン｣ヨリ三盛

化酷酸ヲ以テ沈澱セシノタル有該物質)テ大イ

ナル非特異性物質J Teilchenニ吸著セシヘ

造抗菌能カノ有無ヲ検シタ、、部チＳＯＴＴヲ水

酸化｢アルミュューム｣ニ吸著サセ、之テ家兎ノ

腹膜腔内二連鎖的二注射シタルニ、其血清・ヽ大

ナル分子テ有スルＭｇ(硫酸安門ニョリ沈澱セ

シノタル有数物質)抗元二對シテノヽ勿論、未吸

著ノＳＯＴＴニ對シテモ明カユ沈降反忠ラ起シ且

諸家兎､ハ特異的皮内反忠テ示シタト云フ．叉同

様ナ賓験ヲ血炭末二吸著セシノテ行ツタガ、

略ｔ同ジ結果ｦ一得タト云フ、、

Ｇｌｅｎｎy(49)、Pope,Barr, Buttle, Stevens等ハ

毒素ノ免疫カサ｢アルミこユーム゜コロ４ド｣ニ吸

著シテ處置スル事ニョリ噌強セシノ得タト云

ヒ、Ｊａｃｏｂs(5oづ゛｢ヘテロ゜アルブモーゼ｣．ハ獣炭

末二吸著サセルト、辺抗膿能カガ高-・ルト稽シ

テヰル。 Ｆｒｅｕnd(51)．・ヽ牌脱疸μiノ含水炭素ヲ｢コ

ロヂオン｣ニ包埋シ、Ｚｏｚａｙａ(52ヘハ種々ナル｢ポ

【第17巻

凝集反庶ヲ惹起スル血清ヲ得、Hektoen, Wei-

ｋｅｒ（53）等モ、一般二抗元ノ造抗陵能力｡ハ水酸化

「アルミニューム」ニ吸著サセル事二依り噌彊ス

ルト将シテ居ル。余ダヽ上記ノ事責ヨリシテ、「カ

オリン」ニ吸著サセタル値ノ「ツベルクリン」有

該物質ニモ、カヽル能カナキヤテ考へ、次ノ賓

験ヲ企圖シタモノデアル。

　　　　　　　

第一項

　

賓験方法

貨験動物トンテハ僣重1 。500kg 前後ノ健康家兎４頭

ヲ選ビ、３頭ニハ「カオリｙ」吸著物ヲ、１頭ニ｡･ヽ「カ

オリｙ」単猫蒸溜水浮游液ヲ、後邁jスノl／が如キ量ヲ３

日毎ニ６同腹膜腔内二注入ン、最後ノ注射ヨリ８日後

二全探血ン試験二供ス。

免疫元ノ製法及注射量（第一編、第三章、第二節參

照）「ソートｙ・クペルクリｙ」ノー定量ヲ探り、之ヲ

３日間透析二附シ、VlO量二濃縮jス。次デ10％酷酸ヲ

以テPH ３．８トヅ、遠心沈澱ジテ、上清ニ１ガノ割二

精製「カオリン」ヲ加フ。之ヲ30分間孵卵器内二納メ

時々攬挫s／、遠心沈澱s／テ、沈澱物ヲ２同蒸溜水ニテ

洗濃ン、後、最初「カオリン」ヲ加ヘタノl／トキト同量ノ

蒸溜水中二浮游サス。此液ノ２ ccm 宛ヲ腹膜腔内二

注入jスノ1/。反別二精製「カオリｙ」ノ１％蒸領水浮游液

ヲ作り置キ、對照lヽジテ１頭ノ家兎ヲ免疫スノ1/。

　　　

第二項

　

賓験成績（第16表參照）

Ｉ．

　

補醵結合反庶

抗元液ノ製法、溶血素、血球浮游液、補膿、

抗元ノ抗補偕作用、抗元ノ軍偏血球溶解作用。

以上何lノモ第一節、第二項二記シタルモノト同

こ／Ｏ

木試験成紋「カオリン」吸著物ヲ以テ児疫シタ

ル３匹ノ家兎ノ中、Nr. 42、Nr. 43 ニ於テ、

S.T.テ抗元トシテ、５ｘ乃至10ｘ迄疑陽性ヲ

示シタルモノガアツタガ、他､ハ漑ネ陰性ヲ示シ

タ。「カオリン」軍稿處置ニテノヽ全然反座テ見ナ

４。

リサヴカリード」ラ水酸化「ア゛ミニューふ」ニ吸

　　

Ｈ．

　

沈降反恵

　

術式ノヽ前節、第二項ノソレト同

著サセ、之ヲ以テ免疫シ何レモ沈降反廊、或ハ

　

ジ。
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ノ･ヽ10浪液0．１ ccm. To-stoff ノ｀ヽｌｍｇラ１ccm
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ノレモノデアルｏ

｢カオリン｣軍鍋處置ノモノニアツテノヽ、全ク反

座ヲ見ナイ。｢カすリン｣吸著物ヲ･以テ處置シタ

ル４頭二於テ、第１同検査ハ何レモ陰性ヲ示シ

タガ、第２同検査二於テ、Nr. 42、Ｎｒ．43ノ

家兎二於テ、極軽微ノ良赤、浸潤ヲ･見タ。但シ

'陽性ト見倣スベキ程ノモノデハナカツタ。

第三節

　

本章ノ小括

以上ノ賓験こ依リ、「ツベルクリン」或ノヽ其ノ劃

分軍鶏テ以テシテハ、海抜二於テモ、家兎こ於

テモ、「アレルギー」化ハ勿論、’特異抗醵ヲ衛牛

セシムルノ不可能ナルヲ識ツタ。而シテ豚血｡満

ヲ加ペダル場合ニノ｀ヽ極軽微ナガラ「アレルギー」゛

ノ出現テ見タ。而シテ「アレルギー」ノ程度ノヽ

「ツベルクリン」及各劃分ノ間二何レヲ･用ヒテモ

大差ハナキモノノ様デアリ、コノ黙何レモHap-

tｅｎナラント考ヘラレル。

抗肥産生能カエ於テモ、補肥結合反謄こ依ル検

査二於テハ、場合ニョリ、或ハ抗肥Ｊ‰輦明シ得

ル事ガアルノデハナイカト云フ希望ヲ典フ程度

ノ結果シカ得ラレナカツタ。

｢カオリン｣吸著物ノ處置ニテモ前記同様ノモノ

デアツテ、對照二比シテハ幾分｢アレルギー｣状

態二成り、或ハ抗肥白牽生シ得ル場合ガアルカ

モ知レヌガ、余ノ場合ハ満足ペベキ結果デハナ

カツタ。

第三章

　

結核免疫血清二對スルド゛ソベルクリン_,及各劃分ノ

　　　　　　　　

抗元性二闘スル賓験

結核ノ補腰結合反座ノ濫腸ハ朕ニ1901年ニア

リ、常時Ｃａｍｕs，Ｔａｇｎｅｉｚ（54）等が結核患者血

清中ニ「アンボセプトール」ノ存在フ、ノレコ

　

トリ謐

シタユ始マリ、1906年A. Wassermann ｕ．

C. BruckがBordet ｕ．Gengouニョリ建設

セうレタル補醗結合反愈々結核訴断二用ヒテョ

リ、翁然トシテ識者ノ耳目サ聳動シ、之二町レ、

ル業績八日ニ、月二報告セラレタ。然シナガラ
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Mｏｒｇｅｎｒｏth，Ｒａｂｉｎｏｗitsch圃等ノ如ク、結核

患者副青中－ハ何ラ補緩結合性抗爵テ認八ズト

唱フルモノアリ、叉健康者ニテモ該反古が往々

陽性テ示スガ如キ場合アリテ、識者間二於ケル

論議ノ中心トナツタ。然ルニ軌近、其操作拉二

抗元等ノ改宣補綴ノ企テラレタル結果、其價値

モー般二認容セラルヽニ至ツタノデアル。

抗元トシテ最初使用セラレタルハ。｢ツルク

リン｣デアルガ、Ｈ.Ｋｏｃｈ(11)ハ｢ツベルクリン｣

ヲ以テ施行セル補膿結合反古ハ像ノ｢ツ・ヽごルク

リン｣ヲ以テ處置セル結核罹患小見二於デノミ、

其約３分ノ１ニ陽性反古テ呈スルニ過ギズト云

と、Sｚａｂｏｓｋy(56)モ｢ツｇルクリン｣テ以テ前

處置セル血清一ノミ陽性反古テ呈スト述－ヽご、

Ｅｎｇｅｌ，Ｂａｕｅｒ(57)、Ｌａｕb(58)、Much ｕ. Ｈａｅssli(59)

モ同様ナ意見ラ述ベテヰル。

　

Schｒ6deｒ(6o)ノヽ結

核患者ノ血汲及脳脊髄液等二見疫抗膿ヲ澄明シ

得ズト雖モ、諸種ノ結核菌製剤チ以テ處置シタ

ル場合二限リテ陽性反古ヲ顧フヽニ至ルト述べ、

Fua ｕ． Ｋｏｃｈ(61)モ同様ナル見解ナルヲ･報ジテ

ヰル。斯ク｢ツベルクリン｣ノ抗元的價値二就キ

テハ夫ﾉｼ異論アリテ、或者ハ極ｙテ容易ニ｢ツベ

ルクリン｣ヲ以テ補醒結合反座ヲ･逡行シ得ベキ

ガ如ク唱ヘタルモ、亦一派ハ｢ツ・ヽ゛ルクリン｣ハ

抗元トシテ全ク價値ナキガ如ク将シテヰル。斯

クテ補膿結合反古テシテ完璧タルモノタラシメ

ンニノ｀、先ゾ抗元ヲ改良セザル゛カラズトシテ、

多種多様ナル｢アンチゲン｣が輩出シタノデア

ル。乾燥死滅結核菌或ハ生菌ノ生理的食盛水浮

游液(Ｋｉｎｇｈｏｒｎ(62)、Meek ａ． VVieｒ(63)、Ｆｒａsｅｒ(6も、

Ｒｏｇｅrｓ(65)、Ｐｕｎｃｈ(66))、結核菌｢メチール・アル

コール｣浸出液(Negre et Ｂｏｑｕｅt(67り、結核組

織ノ酒精及｢アセトン｣浸出液(Ｈａｍｍｅｒ(68)、

K6hleｒ(69り、｢ツｇルクリン｣｡＝｡｢カービイン｣液テ

混和シタルモノ(Ｈｅｋｍａｎｎ(7o))、Calmette氏｢ペ

プlヽン・アンチゲンJB2、χＶａssｅｒｍａｎｎ叫氏抗

元、Ｂｅｓｒedka(72)氏抗原、Ｗ． Ｋ． Ｋ圃抗元、

Neuberg, Klopstock(74) y抗元、Sandar et

Schafrｅｒ(75)ノａｎtig6n residuel,鴻上氏(76我原

ニ関スル研究 【第17巻

等ノ多敷テ畢ゲル事が出来ル。而シテ是等ヲ用

ヒ活動性結核ノ臨休的診断二資シツヽアルノデ

アル。上記ノモノノヽ補膿結合反恵ヲ以テ、人値

結核ノ診断二施用シタルモノデアルガ、一方、

此ノ反恵二依リ、｢ツベルクリン｣ノ評價法二資

セントシタ者ガアル。郎チＷａtsｏｎ(阿及Heath

等が之デアル。

叉同様ニ｢ツベルクリン｣ノ評價法二沈降反恵チ

用ヒタルモノニ、Dreyer ｕ．
ｖollｕｍ(78)ガアル。

是ヨリ兎Koch及Behringダヽ結核患者ノ血清

ニ｢ツベルクリン｣ラ重ネル時､ハＲｉｎｇノ生ズル

事ヲ記シテヰルガ、Holliindeｒ(79)､ハ之ヲ以テ結

核ノ診断二迄施用出来ルモノト述ベテヰル。沈

降反憲二於テモ、補醒結合反恵二於ケルト同様、

非特異的ノ｢アンチゲン｣が考案サ1／、賓地臨休

土二使用サレツヽアル。 Aluminium sulfat

(Ｍａt6fy(so))、Kalzium-Lecithin (Sacks-Klopst-

ｏｃｋ㈱)、Silbernitrat (Lange　ｕ．　Ｈｅｕｅｒ㈱)、

Ｋｏｃｈsalｚ(Ｆｒisch,Stａｒｌｉｎｇｅｒ(83))、Ammonium-

sulfat (Miindel八)、Alkohol(Ｄａｒａｎｙi(85))、Res-

ｏrｃｉｎ(ｖｅｒｎｅs㈱)、Ｍｅｉｎｉｃｋｅ'ｓ Ａｎtｉｅｇｎ岡等が

之デアル。

斯クノ如ク、補醗結合反恵ニシロ、沈降反庶ニ

シロ 、多クノ抗元が考案サレテヰルガ、何レニ

シテモ、生菌或ンヽ死菌ヲ≒以テ處置セラレタ動物

ノ血清ト、「ツベルクリン」ト。・ヽ、前記雨反恵チ

呈スル事ダ｀事賓ナラン。然ラバコノ「ツベルク

リン」中ノ如何ナル成分が、之二開奥スルカガ、

問題トナル。 Heidelberg･ｅｒ等二依ルPolysac-

charidが著シイ血清學的作用テ有スルコトガ

知ラレテカラ、Laidlaw ｕ．Ｄｕdley（88）ノヽ結核菌

ノ含水炭素二於テコノ事責ヲ確認シ、Ｍａsｕｃｃｉ（89）

等ハ、是ヲ以テ人型及牛型結核菌J Differen-

zierungニ用ヒラレルト柵シテ居ル。余ハ「ツ

゛ルクリン」ヨリ得タル、「ポリサヅカリード」性

物質(Ha-stoff)及「ポリペプチード」性物質（Ｔｏ－

ｓtofr）テ「アンチゲン」トシテ、本反庶ヲ施行セ

ント企圖シタモノデアルガ、之二依リ「ツベル

クリン」中J serologisch aktiv ナル成分ヲ明ニ
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シ、若シ夫レ之が特異的性状テ帚ブルモノトス

　　

喚フ、ル所少クナイデアラウ。

レベ惹ヒテノ｀ヽ抗酸性菌全般ノ分類ニ、或ハ寄
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第一節

　

賓験方法

供試獣ハ1.500 kg 前後ノ健康家兎６頭ヲ選ビ、５頭　　生理的食嶼水ノ平等浮游液トナヅ、之ヲ１吽ノ注射量

ヲ免疫二用と、他ノ１匹｡ハ、何等處置ヲ加ヘズ對照ト

　　　

トク､ル。４日毎ニ３同二亙り、耳静脈内二注射シ、最

ヌ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

後ノ注射ヨリ４日後ニ仝探血ジ、非働性トジ、貨験二

免疫方法

　

結核菌人(Ｆ洸菌乾燥粉末10 mg ヲ３ccm　　供ス。

Ｔ

補膿結合反庶

第二節

　

賓験成績（第17表參照）

　　　　　　　　

n．

　

沈降反座

抗元液ノ製法

　

溶血素

　

血球浮游液

　

補醵。

抗元ノ抗補値作用

　

抗元ノ軍蜀血球溶解作用。

以上何レモ、第二章、第一節、第二項二記シタ

ノレこ同ジ。

木試験成績

「アンチゲン」トシテ、S． Ｔ･､ To-stoff, Ha-stoff

何レラ使用スルモ、80ｘ乃至160倍稀樺迄陽性

反吉ザ呈スルモ、殊ニＨａ-ｓtofrヲ「アンチゲン」

トシタル場合が、ヨリ高度稀樺部チ320倍迄ハ

確賞二各例共陽性成績テ得タ。

術式ハ、第二章､第一節、第二項ノソレト同ジ。

Ｓ．Ｔ． ヲ「アンチゲン」トシタル場合ノ･ヽ、１例モ

陽性ヲ見ナイ″。Ｔｏ-stofrニテハ１例(Nr. 21)ニ

疑陽性ヲ見タルノミ。之二反シ

Ha-stoff ラ「アンチゲン」トシテ使用シタル場

合ハ、 ２例二於テ（Ｎｒ． 21、23）128000倍迄、

３例(Nr. 22、24、25)ニテハ64000倍迄陽性夕

呈シタ。郎チ、沈降反底二於テノヽHa-stoff J

I serologisch hoch aktiv テアル。

第三節

　

本章ノ小括

本責験二於テ、「ツベルクリン」及其劃分ハ、何

　　

明ナル免疫反底ヲ･呈スルノデアルカラ、コノ鮎

レモ結核免疫血清二對シテ、補醍結合性ヲ有ス

　　

ヨリスルモHaptenニハ相違ナイ。

ルコトラ知ツタ。然シナガラ沈降反憲二於テ

　　

Ha-stoffが斯クモ高度ニ、沈降元性テ有スル事

ノ≒「ポリサヴカリード」性ナルＨａ-ｓtofrノミガ

　　

。ハ、誠二興味アルモノト思ハレルノデアツテ、

「アンチゲン」タリ得ル性質テ具備ノ､ル様デア

　　

畏友草場學士（9らヽ、種々ナル抗酸性菌ノ分類ニ、

ル。Hooper, Renfrew ｕ．Johnsｏｎ（9o）が「ツ　　常該菌ノ蒸鍋水「エキ勺ラ使用シ、之テ沈降元

‘｀ヽ゛ルクリン」カラ分離シタ

　

Polysaccharid ^ヽ　　トシテ、良好ナル結果り得テヰルノデアルガ、

4．000．000倍迄免疫血清ト反座シテ居ル。

　　　　　

コノ沈降元ガヤノヽリ「ポリサ｡カリード」性ナル

To-stoffニシロ、Ha-stoffヽニーシロ、ソレ白身二

　　

事ヨリ考フレバ、是ト余; Ha-stoffトモー脈

｡’ヽ抗膿産生能カラ有セズ、而モ免疫血清トハ著

　　

相通ズルモノガアルノデハ無イカト思バレル。

　　　　　

第四章

　

トツベルクリンご及ビ各劃分ヲ以テスル陽性「ツベルクリン。

　　　　　　　　　　　　　　　

アネルギー丿二闘スル賞験

「ツ｀゛ルクリン」反感陽性者が、或期間内ニ、白

　　

報告シテヰ･し。吾々が、賓験結核二於テ弱毒結

然ニ「ツ」反感が陰性ニナリタル例サ、上田匹ハ

　　

核菌刊毎銚二接種シタル場合、一定期間後「ツ」
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第２琥】 村田＝「ツベルクリン’」ニ開ヌル研究

反庖ノ陰性化ソヽル事アルハ、屡ｌ経験スルトコ

ロデアルガ、人型結核菌ノ適常量テ接種スルナ

レハ

　　　

ゝ 結核死前ノ

　

negative Anergie,所謂

Seltｅｒ（93う

　

erschopfte Reaktionsu㎡ahigkeit

ノ時期以外、何等處置ノ加へずルトキハ、「ツ」

反唐陽性ヲ･綴績スルモノデアル。然ルニ、之二

特殊ナル處置テ加フル事二依り、常該動物ラ、

何等害スル事ナシニ、「ツ」反廊尹陰性化セシノ

得ル事が屡ｔ報告セラレタ。

Ｈａｙek奥トハ結核患者テ微量ノ「ツベルクリン」

注射ヽニョリ

　

desensibisieren

　

シ、「ツベリレクリ

ン・アネルギー」トナリタル状態f- dynamische

positive Anergie ト稽シテ居ル。貴ぱ951ハ、結

核海銚二微量ノ「ツベルクリン」ラ、漸次噌量シ

テ注射シ、海挑ノ一般状態ヲ仕良二俣チツツ、

「ツ」反庶不感性タラシ八而モ是等ノ海挑へ

生結核菌再接種二對シ、「ツ」反庖陽性ナルモ

ノー比シ、高キ抵抗カサ示シタト稽シラヰル。

191

Kｒａｅｍｅｒ，Ｈａyek佩1等ハ「ツ’｀ヽニリレクリン」療法ノ

極致ハ陽性無反座ニアリト迄極言シテ居ルノデ

アツ八人醵二於ケル結核治療ノ目的ニ、「ツペ゛

ルクリン」處置ノヽ、「ツ」反座陰性トナリテ、始ｙ

テ治療妓果テ得タルモノト認ス者ニLowenst-

ｅｉｎ（97）、小久保(98)、Schroder筒、Ｃｒｏｎqｕist（loo）等

ガアルｏ是等ダ｀「ツｇルクリン゜アネルギー」ト

抵抗カエ開スルモノデアルガ、結核生醗二於テ、

陽但五「ツベルクリン゜アネルギー」タラシムノレ

Ｆａｋtｏｒノ｀ヽ「ツｇルクリン」中ノ如何ナル部分二

依ルカニ就テハ述゛ラレテヰナイ。 Ｐａｇｅドトハ

結核家兎二於テ、「グリセリン・ブイヨン」叉ハ

「カルシューム」剤テ用ヒテ腕感作二成功シテヰ

ルノデアルガ、余ノヽ、余ノ得タル各劃分テ以テ、

結核海狸二於テ、如何ナル劃分が最モ好ク脱感

作テ爽サシムルヤヲ知ラントシテ、本賓験ヲ企

圖シタ。

第一節

　

仝身性晩成作能カエ開スノl・官験

全身性腕感作ト稽スル・ヽ、後節二述⌒ごル局所性

腕感作二相對シテ記シタモノデアツテ、別二他

意ハナイ。而シテ余ノ採ツタ脱感作法ハ、Car-

lifanti l匹二従ツタモノデアル。

　　　　　　　

第一項賓験方法

試獣lヽヽンテ。･ヽ、350gr 前後ノ海桃15匹ヲ1ヽリ、之二

各々Petragnani氏培地培養ノ人型結核菌Frankfuhrt

株０．３mg 宛ヲ皮下接種後約２週間ヲ経テ、「ツペル

ク”勺皮内反咆強陽性ヲ呈フヽﾉl／モノヲ使用ス。而シ

テ之ヲ４群二分チ、Ha-stoff處置群、Ｔｏ･stoff處置群、

Ａ．Ｔ．處置群ヲ各４頭宛トン、別二無處置對照群トン

テ３頭ヲ置キ次ノ如ク處置ス。郎チ、Ha-stoffハ５

ｍｇヲｌ ccm 生理的食膳水二溶解シ≒タルモノヽ0.１

ｃｃｍ宛ヲ、To-stoffハｌｍｇヲ１ ccm 生理的食膳水二

溶解シタルモノヽ0.１ ccm 宛ヲ、Ａ．Ｔ（八T「ツ」）ハ10

倍液0.１ ccm 宛ヲ、１週間二亙り毎日、海桃ノ剪毛

シ）ル側腹部ニ、毎同場所ヲ換ヘテ皮内二注射ユ。斯

クテ處置終了後４日、10日後、17日後ニA.T.、Ha-

stoff,To-stoffヲ以テ皮内反喉ヲ検.ｙ、

　　　

第二項

　

賓験成績（第18、19表參照）

Ha-stoff處置群

　

萬こツ」ニ依ル皮内反庶ハ４日後

陰性ナルモノ２匹ぐNr.116、119)、17日後二於テハ

ハ全部陰性ヲ･示ソ、17日後ハ再ビ弱陽性トナル。

To-stoffニョル皮内反庖ハ４日後２匹陰性(Nr.

116､119) 10日後、17日後ハ全部陰性。 Ha-stoff

テ以テシテハ４日後、10日後、17日後何レモ全

部陰性ラ示シタ。

To-stoff處置群

　

μドツ」ニョル皮内反庶４日

後、10日後、17日後、１例モに性トナlノルモ

ノナシ。 To-stoffニョル皮内反廊モ、罵「ツ」ト

同様デアル。 Ha-stoff テ以テシテカ、４日後ダ、

何レモ全部陰性成績丿示シタ。

Ａ．Ｔ．處置群

　

篤「ツ」－ヨル皮内反雁ハ、10日

後陰性トナレルモノ３匹(Nr. 122、123、124)ア

レド、17日後ニハ全部再ビ弱陽性テ示フ、一至

ツタ⌒Ｔｏ-stofrニテハ４日後ハ猫陽性サ示シ、

10日後、17日後ハ全部陰性ヂ示シ、Ha-stoff

－テハ４日後、10日後、17日後何レモ全部陰
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第18表（数字ハ曇赤

　

・,ハ浸潤）

【第17巻

群

別

香

抗

叢

重

/へｇ

心

性

別

＼日
　＼時

摘＼
　要　＼

處　置　前 ４　　日　後　1　10　日　後 17　日　後

24 48 24 48　　　　　　24 48 24 48

];
？
Cの

處

置

群

115
330

(310)
含

A.T.
1.5×1.3
　∴

１．５×１．５ ０．３×０．５ ０．７×０．８ ０．３×０．４ ０．４×０．４ ０．４×０．５ ０．５×０．５

To･s
０．７×０．６ ０．８×０．８ ０．５×０．５ ０．４×０．５ ０．３×０．３ ０．３×０．３ ０．３×０．３ ０．４×０．４

Has
１．０×０．８ １．２×１．２ ０．５×０．４ 0.3×0.3 ０．４×０．４

j一一

０．３×０．４

-

NaCl - - - - - - - -

116
310

(285) 含

A.T.
０．７×０．６ ０．８×０．８ ０．３×０．３ ０．３×０．２ ０．４×０．５ ０．３×０．２ ０．４×０．４ ０．５×０．６

To-s
０．５×０．５ 0.6×0.5 ０．３×０．４ ０．３×０．３ ０．３×０．４ 0.2×0.2 ０．３×０．３ ０．４×０．４

Has
０．５×０．６ ０．７×０．７ ０．４×０．４ ０．２〉く０．２

- - - -

NaCl - - - - - - - -

117
330

(340)
含

A.T. 0.6×0.6 ０．８×０．９ ０．４×０．４ ０．７×０．７ ０．４×０．４ ０．４×０．５ 0.5×0.5 ０．６×０．６

To-s
０．６×０．７ ０．８×０．８ ０．４×０．３ ０．５×０．５ ０．２×０．３ ０．４×０．４ ０．４×０．４ ０．５×０．４

Has
０．７×０．７ 1.0×1.0

　∴

０．４×０．５ ０．４×０．４ ０．３×０．３ ０．３×０．３ ０．５×０．５ ０．３〉く０．３

NaCl - - - - - - - -

119 325
(300)

含

A.T.
1.0×1.0
　∴

1.5×1.5
　∴ -

０．３×０．３ ０．３×０．３ ０．４×０．４ ０．５×０．５ ０．６×０．６

Tos
0.6×0.6 ０．８×０．８ ０．３×０．３ 0.3×0.2 ０．３×０．３ ０．２×０．２ ０．４×０．４ ０．３×０．２

Ha-s
０．８×０．８

　∴

1.2×1.2

　∴
-

０．３×０．３

- - - -

NaCl - - - - - - - -

Ｈ９
Ｃの

處

置

群

112
290

(330)
含

A.T. 0.5×0.5 １．０×１．０

　∴

０．４×０．４ ０．８〉<０．８０．４〉く０．５０．６×０．６ ０．５〉く０．５０．６×０．６

To-s
０．５×０．５ 0.7×0.7 ０．４×０．５ 0.5×0.5 ０．４×０．４ ０．６×０．５ ０．４×０．５ ０．５×０．５

Has
０．６×０．５ １．１×１．０

　∴

０．４×０．３ ０．３×０．３ ０．３×０．３ ０．２×０．２ ０．２×０．３

-

NaCl - - - - - - - -

113
330

(315) 含

A.T.
０．８×０．８ 1.0×1.0

　こ
0.7×0.7 ０．８×０．８

To-s
０．６×０．７ １．０×１．０ ０．５×０．４ ０．５×０．５

死

Ha-s
0.9×1.0
　∴

1.2×1.3
　∴

０．３×０．４ ０．３〉く０．３

NaCl - - - -

114 315 含

A.T.
０．７×０．７ １．２×１．２ ０．４×０．４ ０．６×０．６ ０．３〉く０．４０．５×０．６ ０．４〉く０．４０．６×０．６

To-s
０．５×０．５ ０．６×０．６ ０．４×Ｏ。４ ０．５×０．５ ０．３×０．３ ０．５×０．５ ０．４×０．４ ０．５×０．６

Has
０．８×０．７ １．０×１．０

　．１．

０．３×０．３ ０．２×０．２ ０．２×０．２

- - -

NaCl －　｜　一 - - - - 四 ● ・

-
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118
300

(320)
含

A.T.
０．５×０．６ ０．８×０．８ ０．６×0.60.8×０．８

　●●　　　１●●
　　　　　　｜

０．４×０．４ ０．７×０．７ ０．５×０．５ ０．９×０．９

To-s
０．６×０．６ 0.9×0.9 ０．４×０．５ ０．６×０．６ ０．４×０．４ ０．４×０．４ ０．４×０．５ 0.5×0.5

Has
０．６×０．６ 0.8×0.8 ０．３×０．３ ０．２×０．３ ０．３×０．３ 0.2×0.2 ０．３×０．３

-

NaCl - 一　｜　一 - - - - -

第19表（撒字.ハ螢赤

　

・司受潤）

群

別

番

技

着
重

/へ､Ｓ

性

別

＼日

　＼時

摘＼

　要＼

處　置　前 ４　　日　後 10　日　後 17　日　後

24’ 48 ･（・ 24 語 24 48

μ

;･･ﾖ

處

置

群

12C
320

(330) ｔ

A.T.
０．７×０．８

0.9×0.9

　　　　　－
　∴

０．６×０．６ ０．４×０．４ ０．５×０．５ ０．３×0.40.5×0.5
　　　　　i・

To-s
0.5x0.5 ０．６×０．６ 0.3×0.3 0.5×0.5 0.3×0.3 ０．５×０．４ 0.3×0.3 0.4×0.4

Ha-s
０．６×０．６ 0.8×0.8

　∴ -
０．４×０．４ ０．２×０．３

-
０．２×０．２

一

NaCl - - - - - - - -

122 　380
(405)

含

A.T.
０．５×０．６ 0.8×0.8 ０．５×０．５ ０．６×０．６ ０．４×０．４ ０．４×０．４ ０．３×０．３ ０．５×０．５

To-s　Ｏ’４×Ｏ°５
０．５×０．５ 0.5×0.5 ０．５×０．５ ０．３×0.40.4×０．４

　　　　　｜

０．３×０．２ 0.3×0.3

Has
0.6×0.6 0.7×0.7 ０．２×０．３ 0.4×0.3

- - - -

NaCl - - - - - - - -

123
290

(300)
含

A.T.
0.5×0.5 1.0×1.0

　∴

０．４×０．４ ０．６×０．６ ０．４×０．４ ０．４×０．４ ０．５×０．５ ０．６×０．６

Ｔｏ･ｓ
０．５×０．４ ０．７×０．７ 0.3×0.3 0.5×0.5 ０．３×０．３ 0.2×0.2 ０．３〉く０．３０．３×０．３

･Has
0.5×0.5 0.8×0.8 0.4×0.410.3×0.3'0.3×０．２

　　　　　ｌ　　ｉ -
0.3×0.3

-

XaCl Ｉ　－ - - - －　１　－ －　｜　－

124
290

(315)
含

AT.
１．０×１．０

　∴

１．５×１．５ ０．６×０．６ ０．７×０．７ ０．３×０．４ ０．４×０．４ ０．４×０．４ ０．６×０．６

To-s
０．７×０．６ ０．８×０．８ ０．５×０．５ ０．６×０．６ ０．４×０．４ ０．４×０．３ 0.3×0.3 ０．３×０．３

Ｈａ･ｓ
０．８×０．８ 1.0×1.0 ０．５×０．６ ０．４×０．４ 0.4×0.40.3×Oﾌﾞ0.2×0.2

-

NaCl - - - - - - - -

無

慮

置

對

148
460

(450)
含

A.T.
０．６×０．８ ０．９×1.00.7×0.71.0×1.00.9×０．９

　●●●　　　　　｜　●●　　　　　ｉ　●●●　　　　　ｌ●●

　　　　　　¶　　　　　　　　　ｌ

１．０×1.00.8×0.80.9×０．９

　●　　　　　　Ｓ　　　　　　　　　・　●●　　　　¨　　　ｌ●●

To-s
０．５×０．６ ０．７×０．７ ０．６×0.60.7×０．７Ｏ‘５×Ｏ号O°7×O°6

　’　　　｜　゜

０．５×0.50.5×０．６

Ha-s
0.5×0.5 １．０×1.00.5×０．６０．８×0.8,0.6xり.60.7×0.70.4×0.40.5×０．５

　∴　　　　｜　・　　　　　ｌ　∴　　　　ｉ●●　　　　　；　●●　　　１　　　・
　　　　　　　　　　　Ｉ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ

NaCl - _　’_　ｊ　_
　　｜　　　，

警　̃．＿　　　，　　=　　１　　-　　ｊ　　-

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１

149
385

(370)
含

A.T.
０．８×０．８ １．２×1.20.9×０．９１．２×1.20.7×０．８１．０×1.00.7×0.70.9×０．９

　∴　　　１　●●　　　．ゝ　　　’●●　　　｜●●

To-s
０．６×０．６ ０．９×0.90.5×０．５

　　　　　｜

０．８×０．７０．５×0.60.6×0.60.5×０．５０．５×０．５

Ｈａ･ｓ
０．７×０．７ 1.0×1.0

　∴

０．６×０．７ １．０〉く１．０

　ｊ．

０．５×0.5,0.8×０．８ ０．４×０．３ ０．６×０．６

NaCl - - - - - 一　・　- -
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照

群 150
　360

(330ｸﾞ
含

A.T.
０．７×0.71.3×１．３

　●●　　　　∴

０．７×０．６ １．０×１．０

　∴

０．６×０．６ ０．８×０．８ ０．６×０．７ ０．８×０．Ｓ

Ｔｏ･ｓ
０．６×０．６ 0.7×0.7 ０．５×０．６ ０．７×０．７ ０．６×０．６ ０．７×０．７ ０．６×０．５ 0.6×0.（

Ha-s
０．７×０．６ １．０×１．０ ０．６×０．６ １．０×１．０

　∴

０．４×０．５ ０．７×０．８ 0.5×0.5 ０．６×０．Ｅ

NaCI －　ｊ　－ - - - - －　ｊ　－

性成績ヴ示シタ。無處置對照群ハ終始.A.T..

To-stoff,Ha-stoff何レテ以テシテモ弼陽性ラ

刀iシタ。

第二節

　

局所性吸収作能カエ開スル官験

F．Dick'1詣及H. Dick ７ヽ同一人二再ビＤｉｃｋ'ｓ

testソ施行スルトキヘ前回注射ヲ･行ツタ皮膚

局所ハ避クベ｀キデアツテ、

　

コ

　

レノ｀ゝ局所抗胎免疫

ノ登現ニョリ、反廊ヲ･現サナイ事が往々アルカ

ラデアルト述゛テヰル。 Dick test ト｢ツｇルク

リン｣皮内J叉廊トハ、ソノ反廊機韓尹異ニスル

トハ云へ、人煎二於テ、－ンツー氏反廊ヲ･施行
一 一

奮「ツ」注射群

　

20×俳「ツ」ヲ結核海狼／剪毛シタノ1／

側腹部ニ0.１ ccm 皮内注射シ･、１週後同局所二同量

注射ス。之ヲ５同二亙り繰返ユ。卯チ、同一皮膚局所

ニ20×μ;「ツ」ヲ0.１ccm 宛、５同皮内江射フ

デアノl／。ゾンデ各同共24時間後、48時間後、72時間

後二晋赤、浸潤ノ度ヲ検jスル。

Ha-stoff注射群

　

Ha-stoff 5 mg ヲｌccm ノ生理的食

膳水二溶解シ、ソ/ 0.1 ccm　ヲ以テ前群ト同槌二處

置観察ス。

To-stoff處置群To-stoff l mg ヲ１ ccm 生理的食甕

水二溶解ン、ソノ0.１ ccm ヲ以テ、前記同様二結核

海桃ヲ處置親察｡ス。

　　　

第二項

　

賓験成績（第20表參照）

Ａ．Ｔ．注射群

　

皮剛主射局所皮膚へ第３同目

ノJ叉恵二於テ陰性尹示セルモノ５頭中４頭ア

リ、第５同、６同ニシテ、全部陰性成紅け見タ。

To-stoff注射群

　

注射い所皮膚ハ、第３同ノヽ猶

何lノモ皮内反恵陽性ラ示シ、第４回ハ３頭陰性、

第５同全部陰性トナル。

Ha-stoff注射群

　

既二第２同目ヨリ注射局所ノ｀ヽ

陰性二傾キ、此同陰性ナルモノ３頭アリ、第３

同以後ハ全部何レモ陰性ヲ示スニ至ツタ。

而シテ各群共ニ、各同同時二行ツタ、注射局所

以外ノ皮膚二於ケル「ツ」皮内反慮ハ毎同弼陽性

ラ､示シテ居ルノデアル。

於ケノｙ＝=･。jll氏現象二就尹

トシテヰル。

　

而シテ後，Ｒ６ｍｅr1¨り,Hambur-

ｇｅr(105)等ハ之ｦ一追試シテ，コノ現象ノ免疫學的

スル際、同様ナ現象二遭遇ノヽル事ハ屡ｌ述ベラ

レテ居ルトコロデアノレ。

前節二於テ記シタル如ク全身性脱感作能カユ於

テノヽHa-stoffが最モ強ク作用スル事ヲ知ツタ

ノデアルガ、局所的ニハ何レガヨク作用スルカテ

見ントシタノガ本賓験デアル。因ニＢｅssａｕ４湊、

Bessau

　

ｕ． Schwankeハ、Pringsheim八等

が唱ヘタ「ツベリレクリン」皮内反忠ノＷｉｅｄｅｒ-

holungsprobeナルモノノヽ、毎回行フ反忠ノ強

弱二依リ、結核病機ノ像後七

ノデアツテレ汗々ノ云フ局所性皮膚脱感作トハ

別個ノ意圖二出タモノデア｡ル。

　　　　　　　

第一項

　

賓験方法

供試獣へ聘重350 gr 前後ノ海桃ニ、Petragnani

氏培地約１ヶ月瑶養・人型結核菌Frankfuhrt株０．３

ｍｇヲ接種後、約２週ヲ維テ、「ツペル々リノ」皮内反

庶陽性ナルモノ15匹ヲ用ヒ、之ヲ３群二分チ、次／

如ッ處置シタ。

　　　　　　　

第三節

　

局所吸収作皮膚テ

己ごヶ亮氏ノ現象ヲ述ベルノニ常ツ’テ、Kochぐ103)

ノ’ヽ之ラ「ツ・ヽりレクリン」ノ治療的妓カーヨルモノ
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意義９確立シタノデアル。

郎チ、コヴネ氏現象ハ感染

個醍ノ｢アレルギー｣ノ現レ

デアツテ、結核ノ免疫ニノ'ヽ

此｢アレルギー｣ノ存在が是

非必要デアルト説イテ居ル

ノデアル。然ル二一方、結

核ノ免疫ニハ必ズシモ｢ア

レルギー｣ノ存在が必要ナ

ルモノこハアラズトスル學

者モアルノデアツテ、例之

Ｆrｉｅｄｅｎｗald,Siege1(106)､貴

島等ハ結核海狽ヲ･院感作シ

タル場合、是等ノ院感作海

狸ハ、非處置ノモノエ比シ

抵抗カノ大ナル事ヲ･認ノテ

居ル。

余八本賓験二於テ。局所性

二院感作サlノタル皮膚局所

ニ、一定量ノ弼毒結核菌テ

再接種シタル際、ソノ局所

ノ’ヽ如何ナル現象テ呈スルヤ

ヲ'見ント試えタノデアル。

　　

第一項

　

責験方法

供試獣ハ、第二節ノ貿験二使用

シタノl／､局所性脱感作ヲ呈スノl／

モノヲ共鑑引績キ本貿験＝･供

ン、叉別二何等處置ヲ施サ･・ﾉl/

結核海挑ヲ３匹、｢ツペルクリ

ｙ｣反咆陰性ナル健康海挑ヲ３

匹、對照1ヽシテ加ヘタ。

再接種二用ヒタノレ人型結核菌

べ

地二約１ヶ月培養シタル｢フラ

ンクフーノt/ト｣株ノ生理的食唖

水平等浮游液デアクテ、１ ccm

浮游液中１ｍｇノ菌般ヲ含ム

モノデアノレ。

此浮游m 0.1 ccm 宛ヲ、局所

性｢アネノl/ギー｣ヲ呈フヽﾉﾚ皮膚
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ノ皮内ト、反對側ノ「クベルクリｙ」ニ對シ狼反庶ス

ノl／皮内トユ注射｡スノレ。２組ノ對照群二對シテ●ヽ、夫々

下腹部側方ノ皮内ニ0.１ ccm 宛ヲ注射スノレ。斯クテ

其後毎日注射局所ノ皮唐ノ愛化及近接淋巴腺・状況

ヲ観察シタ、。

　　　

第二項

　

賓験成績（第21表參照）

Ａ．Ｔ．液射群

　

脱感作皮膚｡・ヽ弼毒菌再接種二對

シ、極微ノ早期反座テ呈スル事アルモ、其程度

｡ハ極微弱デアツテ、對照ノソレニ比スベクモナ

イ。

　

ソシテ叉潰瘍テ形成フ､ルガ如キダヽ認ノ･ラレ

ナ・f。之づ丈シ異部箇所ノ皮膚ハ著明ナル早期

反座卜共二引績キ潰瘍ヲ形成スル。然シコノ潰

瘍モ再接種後約２乃至３週ニシテ治癒スル。

199･

To-stoff注射群

　

前群ト全ク同ジ経過テトツ

タ。

Ha-stoff注射群

　

木群二於テ注目ノ､べ｀キヘ

Ha-stoffテ以テ脱感作テ施セル皮膚ハ強毒菌再

接種二對シテ、徹頭徹尾些ノ宛化モ惹起シナカ

ツタ事デアル。早期反座ハ全クとテ訣如シ、潰

瘍モ全ク見ラレナカツタ。反對側ノ皮膚ハ定型

的ノコバホ氏現象ヲ見タルハムノ示ス如クデア
ノレＯ

無處置結核海銚群ダ｀明カニコヴ：ホ氏現象テ呈

シ、非結核沁=銚べ菌接種後約10日前後ヨリ

潰瘍ヲ作り始へ漸次之が披大シ治癒シタノレノゝ

見ナ･f。

第四節

　

本章ノ小括

既ニ、第一編、第五章二於テ、To-stoff 及 Ha-

stoffが結核海痕二對シ、「アレルゲン」トシテ

互二相異ナルBildラ呈フ､ルハ述ベタ處デアル

ガ、木卓ご郷

感作ノ、ル場台ヽニモ、To-stoffトHa-stoffハソ

ノ能カエ差違ヲ認ノタノデアル。目］チHa-stoff

．’｀Ｔｏ-stofr-･比シ、全身性ニモ、局所性ニモ、

脱感作作川ハ強カナルテ知ツタ。

猫之二引柏キ行ツタ毒力菌再接種賓験ニョリ、

次ノ事賓ラモ確丿得タ、、局所性脱感作ヲ･施シタ

皮害二強毒戌け再接種シタ場合、必ズシモ早期

反施ハ惹起サレナイ、況ンヤＨａ-stofrヲ･以テ臆

感作すレタル皮害ノ如キノヽ、些少ノ受化サヘモ

認ノラレナイノデアル。印チ結核菌ノ侵入二對

ソヽル抵抗カリ論ズル場合、少クトモコ、ホ氏現

　　　　　　　　　　　　　　　

一一
象二開スル限り、早期反座ハ(Romer其他二依

レバ｢アレルギー｣性μ睨デアル處ノ)必要不可

訣ノモノ1｀ハjU゛｀レナイ。

第五章

　

Tuberkulintod二開スル寅験

L6ｗｅｎｓtｅｉｎ４¨7jノヽAnaphylaxiebei Tuberku-

loseニ於テ、Ｔｕbeｒkｕlintodラ論ズルニ常り

次ノ如ク述ベテヰル。印チ、Robert Koch ニ

ョリ登見セ）レタル事宣、郎チ、結核海貿二数

駈ノ生或ハ死結核菌ｦ一注射スルlヽ数時間ノ中二

艶死スルト云フ事盲ノヽ、「アナフ、ラキシー」ト

シテ説明シテ好イカモ知l／.ｚが、一般「アナフィ

ラキシー」トTuberkulintodトノコノニツノ現

象サ観察ニいレトキ、コノモノハ或ノヽ別個ノ現象

デアルト柵シテモ好イ位大キナ差違が認ノ’うレ

ルト云ツテ居ル。而シテＴｕbeｒkｕlintodノヽ必

ズシモ

　

Anaphylaxieerscheinungニ非ズト梧

シテヰルノデアツテ，同様ナル意見？有‘スルモ

ノニKraus'"＼ Romer ｕ. JOSephl1叫I， Aron-

ｓｏｎ，Ｌａｎｄｍａｎｎｌｌｏ)，Soｒｇｏ１降等がアル。

抑々Ａｎａｐｈｙlaｘieノ乍態川引シテハ種｡々論議

サレテヰルノデアルガ，最モ著聞ナノレノゝ

　

Fri-

edbeｒｇｅr皿

　

f Anaphylatoxintheorieデ）'ｻﾗ

ｳ。而シテ彼等ハ(ＦｒiedbeｒｇｅｒT113ぺGoldschm-

ied, Schiitze)コノ説や以テTuberkulintodラ

モ説明シヤウトシテ次ノ如吽責験ヲ･行ツ八郎

チ，乾燥結核菌粉末卜結核面貌血清トう昆ジ，

とニ補慌テ加ヘタルモノヲ健康山置二注射人レ

゛ａｎａｐｈyｌａｋtisｃｈｅsSchock ヲ･起スト云フノ
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デう｀ル。果シテ然ラバTuberkulinempfindli-

chkeitナ･レモノハAnaphylaxieト同一ナルモ

ノト目スベキデアラウカ。後年「アナフィラキシ

ー」ノ本態二開シZellｕlaｒtｈｅｏｒieノ殖頭スルト

共ニSchultz-Dale等ノ現象が報告サレ、後

PiｒｑｕｅtノAIleｒｇｉｅニ開スル顕著ナル業績ト

相侯ツテ、AnaphylaxieハA11erｇｉｅノ一特殊

症状デアリ、Tuberkulinempfindlichkeitニ於

テモ亦同様デアルトシテ、一座コノ問題ハ解決

サンタ形デアツタ。

然シLowenstein等八一般Anaphylaxieト病

理解剖上、「ツベルクリン」死ニ､ハ明カナ差違が

認メラレルト述べ、再ビ論議が繰返サレル事ト

ナツタノデアル。

一方Anaphylaχiezustande

　

ノ

　

Obertragung

ニ開シテ多倣ノ賓験が行パンダ。Friedberger

ｕ． Mitaj114j，Ｙａｍａｎｏｕchi（115j，Satａ（匹、等ハ何

1ノモ結核二於テ、之が成功シタト云フ。然シ、

Hautallergieニ開シテノ｀ヽ何人モ未ダ成功刊

仁ノデアツテ、Joｓeph417ﾉ､０ｎａｋａ（118）、Eitner ｕ・

St6ｒk（119）、Ropke ｕ．　Ｂｕsch（120いＦｒｉｅｄｍａｎｎ（121）

等何レモ失敗jf繰返シタユ過ギナイ。此處－

モTuberkulinempfindlichkeitニ於ケルHaut-

allergieトTuberkulintod

　

ニ開シテ大キナ問

題が残ル。Ｅｎｄｅｒｓ422）ノヽ「ツベルクリン」カラ得

タ含水炭素成分ヲ以テ結核海狸二強烈ナ「アナ

フィラキシー゜ショック」ヲ惹起セシムル事二成

功シタノデアルガ、anaphylaktisches Schock

ニ回jスル研究 【第17巻

デ死ナヽカツタ海挑ノＨａｕtｒｅａｋtｉｏｎノヽ流失モ

減弱モシナ１．ソン故一anaphylaktisches

SensibilisationトHautallergieテ起スFaktor

ハ異ナルト云フノデアル。

結核前倶ヲ「ツベルクリン」テ以テ、反復處置ス

ル事二依リ、大量ノ「ツベルクリン」テ一時二用

ヒテモTuberkulintodヨリ免レ7レニ至ル事､ハ

既ニKoch或ハHamburgerニョリ賓讃サレ

テヰル。本間423ペハ同様ナ賓験ヲ行ヒ、而モ之ハ

結核性個値ノ菌毒素（印チ、「ツベルクリン」）ニ

對スル抗毒性免疫ナリトシ、Toxin及Antitoxin

ノ中和状態ノ膿外検讃二成功シタト将シ、叉吉

渫ハ「ツベルクリン」ノ硫酸安門沈澱「フラクチ

オン」？用‘ヒテ同様ナ成績ヲ報告シタ。Lowens-

tein ｕ．Ｐｉｃｋｅｒt圃ハHautanergieこ際シ、

Antikutinナルモノヽ存在テ唱ヘタノデアル

ガ、「アナフ回キシー」ノ場合同様ナAntirea-

ktionskorperガアリヤ否ヤハ疑問ナリトシテ

居ル。

「ツベルクリン」中､=-、結核海狽二對シ、致死作

用ヲ主トスル物質ト、致死作用｡ハ呈セズ而モ著

明一皮内反庶ラ呈スル物質ガアリ、前者ヲＴｏ-

stoff.後者ヲＨａ-ｓtofrト、余ハ命名シタノデ

アルガ、コノ雨物質ヲ以テ處置シタル場合、結

核海痕y Tuberkulintodニ開シテ、何等カノ

差違ガアルデアラウトノ想像ハ必ズシモ無理デ

ノゝアノレマio

第一節

　

賓験方法

供試獣へ350 gr 前後ノ海狼ヲ選ビ，之二人型結核

菌Frankfuhrt株０．５ mg ヲ皮下接種ジ，約３週ヲ経

テ，皮内反喉陽性ヲ示フ･モノ16頭ヲ使用ジ久，而ジ

テ同時ニ，何等處置ヲ施サヽ-ﾉl/，皮内反塵陰性ナル健

康海桃３匹ヲ對照1ヽシテ置イタ。

To-stoff免疫群

　

５匹;，Ｔｏ-ｓtoffヲ次ノ如ク３日毎ニ

７同皮下注射ヌ。0.025 mg, 0.025 mg, 0．05mg. 0．05

mg, 0.075 mg, 0．１mg, 0.１mg 而ジテ全量｡ハ0.425

mgトナノ1／。

Hａ･stoff免疫群

　

５匹。Ha-stoff 1.25―1.25―2 ｡0－

2.0－2．5－2.5－3．０ｍｇノ順ニ、各々食唖水二溶解

ジタノ1／モノヲ３日毎ニ７同皮下注射ヌ。全量14. 5mg。

Ａ.Ｔ.免疫群

　

３匹。奮「クペノl/クリン’」10×液ヲ0．1

―0.1―0.15―0.2―0.25―0.3―0.35 ccm ノ順二考

量ンテ、３日毎ニ７同皮下注射ス。全量10×薯「ツ」

1.45 ＣＣｍ。

無處置結核海桃群

　

３匹。何等處置ヲ施サズ。

健康海桃群

　

３匹。



第２琥】 村田＝「クベノ1/クリｙ」

観察

　

４同注射後及ビ處置完了後、10X篤「ツ」、To-

stoff, Ha・stoffヲ以テ皮内反態ヲ検｡ス。楢、處置完了

後３日後二全頭、0．１５ ccm ノ萬「ツ」ヲ静脈内二注射

ジ、Ｔｕbeｒkｕlintodノ有無ヲ観μ/。生殖ツタモノニノ｀

ニ回フ,ル研究 201

ソノ２日後、「ソートｙ・ツ４ルクリｙ」Ｉ ccm 宛皮下

二注入シ’、生死ヲ観、狼生殖ッ・タモ／／ヽ、共２日後代:

「ヽソ」0．５ccm ヲ静脈内二注入シテ生死ヲ観察シ≒タ。

第二節

　

賓験成績（第22、23表參照）

Tｏ-stofr免疫群

　　　　　　　　　　　　　　　　

認ノタガ他ハ全部生残ツタ。是等モ然シ、第２

皮内反慮

　

第１同検査二於タハ常初卜大ナル差

　　

同試験二於テ､ハ、全部Ｔｕbeｒkｕlintodヅ免レ

違ヲ･認ｙナ４が、處置後ニテハ幾分反庖度弱ク

　　

ナカツタ。

ナル。

　

ソレデモ菖「ツ」ヲ･以テスル皮内反施ダヽ未

　　

奮「ツ」免疫群

　

木群ノ中１匹､ハ處置中発死シ

グ陽性ヲ･示ス。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

タ。

「アナフィラキシー」３同一亙ル「ヽツベルクリ

　　

皮内反庖

　

第１同検査ハ處置前ト大差ナク、處

ン」ノ大量注射ニモ拘ラズ、全部「ツベルクリン」

　

置後ノ皮内反廳ハ常初二比シ著シク徴弱トナル。

死ラマヌカレタ。

　　　　　　　　　　　　　　

「アナフ」ラキシー」第１同試験､ハ２匹共生残

Ha-stoff免疫群

　　　　　　　　　　　　　　　　

リ、第２同試験ニテハ、１匹ノミ艶死、他ハ第

皮内反座

　

第１同検査二於７･、一部ニハ皮内反

　　

３同目ノ「ツベルクリン」注射ニテ「シヨ、ク」死

庶陰性尹示シタモノガアルガ、處置後ノ検査ニ

　　

ヅ来シタ。

於テダヽ５匹共殆ンド「ツ」反庶陰性ノ状態トナツ

　　

無處置結核海抜ハ第１同「ツベルクリン」静脈内

タ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

注入－ヨリ全部ニTuberkulintodｦｰ認メタ。

「アナフィラキシー」第１同試験ニテ､ハ５匹中

　　

非結核健康海貌群ハ、大量ノ「ツベルクリン」注

ノ１匹二定型的症状ヲ以テ「ツベルクリン」死テ

　　

射二依ツテモ、毫モ影響ザ受ケナイ。

　　　　　　　　　　　　　　　

第22表（数字ハ晋赤

　

・。･ヽ浸潤）

発，

支

尼

海

倶

香

抗

僣

重

(g)

性　　　　「ク　４　ル　ク　リ　ダ」皮　内　反　鹿　　　　　垂
「ショック」死　ノ
有（十）無（一）

　＼摘

　＼要

別琴＼＼

處　置　前 ４同注射後 處　置　後
lU-
後

僣

重

３日後

　AT.

0.15aa

　l.V.

５日後７日後

S.T. A.T.

l.OcCi O.5CG
subk.　i.v.

24 48 24　1　48 24 48

が

１

発，

１

---

２

350
(330)

含

AT.
l.Oxu.81.2×1.20.5×0.31.5×1.50.4×0.40.7×0.7

　∴　　∴　　い　　ｌ∴　　Ｏ　　１●●

｜

｜ 　 　 ●

- -
To-s

０．５×０．５ ０．７×0.80.2×０．３０．８×０．８

　●●　　　ｉ　‘●●

０．２×０．３０．４×0.4

　　　　　　・　　　べ330･　－

Has
0.8×0.8

　∴

１．０×1.0,0.4×0.40.2×０．２

　∴　　　　・ -
０．３×０．３

｜
｜NaCl - - - - - -

350
(355)

含｀

A.T.
1.0×1.0

　∴

1.2×1.2

　∴

0.3×0.311.0×1.0

　　　　　　∴

０．３×０．３ ０．５×０．５

345 - - -
To-s

０．６×０．７ 0.8×0.8 0.2×0.20.7×0.7

　　　　　1　°

０．３×０．３ ０．５×０．５

Has
0.7×1.0

　∴
1.0×1.2
　∴

０．４×０．５ 0.2×0.3 ０．２×０．２ 0.2×0.2'

　　　　　1

NaCl - - - - - -

３
320

(310) 含

A.T.
０．６×０．５ 1.0×1.0

　∴

０．３×０．３ 0.8×0.8 ０．２×０．２ ０．８×０．８

- -
To･s

０．５×０．３ ０．６×０．６ ０．３×０．３ ０．５×０．４ ０．３×０．３ 0.5×0.51
　　　　　）O－

一
免

　

既

　

元
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｔ
ｏ
-
ｓ

ｒ
Ｓ
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疫二

　i4

群

Has
１．０×１．２

　∴

1.2×1.2 ０．５×０．４ ０．３×０．３ ０．３×０．３ ０．２×０．２

NaCl ０．２×０．Ｚ　- - - - -

330

(310)
含

AT.
０．５×０．５ 0.7×0.7 ０．３×０．３ ０．６×０．６ 0.3×0.3 0.7×0.7

300 - - -
To-s

０．３×０．３：０．４×０．４

　　--一一０．７×0.70.8×０．８

　●●_　．＿＿＿‘．●●

　　_　　　_

　　　　　レ

0.4×0.40.7×0.7

０．３×０．４ ０．５×０．５ ０．４×０．４ ０．５×０．５

Has

NaCl

A.T.

0.5×0.5 ０．３×０．３ ０．５×０．５ 0.3×0.3

- - - -

　　340y（335） ｔ

0.5×0.6 １．０×１．０

　∴

０．４×０．４ １．０×１．０

320 - - -
To-s

０．３×０．３‘
　　　　　　　-

０．４×０．４ ０．８×０．８ ０．４×０．４ ０．５×０．４

H a s

　 ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ 〃

N a C l

０．５×０．５ 0.7×0.7 ０．３×０．３ 0.3×0.3 ０．４×０．３ 0.2×0.2

‾　　｜　　‾
- - - -

]]
？
哨

免

４

群

６ 　350
(340ｯ ｔ

A.T.
１．０×１．０

０．５×０．５

０．８×０．９

　∴

　　－

１．２×１．２

　∴

０．８×０．８

-
０．５×０．５０．３×０．３ ０．５×０．５

340 - ＋
Ｔｏ･ｓ

Has

０．３×０．３ ０．４×０．５ ０．３×０．３

０．４×０．４

０．４×０．４

１．２×１．２ １．０×１．０

　　●
　●●

　　　-

０．２×０．２

-

NaCl - - - -

７

一 一 一

８

320
(300)

含

A.T.
０．５×０．５ ０．６×０．７ ０．５×０．５ 0.3×0.3 ０．５×０．５ ０．４×０．３

320 ＋
Ｔｏ･ｓ

０．３×０．５ ０．４×０．５

０．８×０．８

　　－

　　一一－１．２×１．２

０．７×０．７

０．３×０．３ 0.3×0.3 ０．４×０．３ 0.3×0.3

Ha-s
０．５×０．５ ０．４×０．５ ０．２×０．２ ０．４×０．４

-

NaCl - 　－

０．５×０．５

０．４×０．３

- - -

290

(315)
ｔ

一

念

A.T.
１．０×１．０

　∴

０．５×０．５

０．８×０．８

　∴

　　－

-’-－　-〃

０．６×０．６

０．６×０．６

０．７×０．７

　　－

１．０×１．０

　∴

０．７×０．６

１．０×１．０ ０．５×０．４ 0.4×0.4

270 - ＋
Ｔｏ･ｓ

０．６×０．６

　　－

０．２×０．２ ０．３×０．３

Ｈａ･ｓ
０．９×０．９

- -

　-

０．４×０．４

　-

　－

NaCl - - - -

９
380

Iぐ370ﾝ

A.T.

To-s

０．８×０．８ ０．５×０．５

０．４×０．４

０．３×０．４

０．６×０．７ ０．２×０．３

０．２×０．２

　　-

375 - ＋

０．６×０．７

０．７×０．７

　∴

　　－

１．２×１．２

　∴

０．７×０．７

０．３×０．４

Has
0.3×0.3

NaCl

A.T.

　　　　-a㎜㎜

To-s

- - - -

10
　350
(335)

含

０．３〉く０．３０．５×０．５ 0.4×0.4ﾘ0.4〉く０．４

350 - ＋

０．４×０．３ ０．５×０．５ ０．３×０．３ ０．３×０．３

Ha-s

０

．

７ × ０

．

７

　 　 　 － 　 － 　 一 一 一 一

　 　 　 -

０．８×０．８

　●●　

=--=

　　-

０

．

２ × ０

．

３

　 一 一 一 - 一 一 一 一

　 　 －

-
０．３×０．３

－　-----　-･-一一

　　　-

-

NaCl - -
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第23表（数字ハ登赤

　

・ハ浸潤）

203

隻海･僣1性

疫倶　重　｜

　1番　⌒

元粟乙別

　；　ｉ

　　　　　　　　　　「ツ　ベ　ノレ　ク　リ　ｙ」皮　内　反　嘔

----ふ--←--　　．皿　　　　　　　　　　　　　　皿-- 一一.--　㎜㎜　㎜　　　　　　　　　　　　　　　
　　　㎜＼7

s處　置　前　　４同注射後　　處　置　後

處
置

後
僣
重

‘ショック」死ノ
有ﾀﾞ十）無（一）

３日後

　A.T.

0.15ca

　l.V.

５日後

S.T.

l.Occ.

subk.

７日後

A.T.

0.5C.G

　l.V.
刄＼y　24　1　48 24 48 24　1　48

茸

　¬

ク

ベ

ノl/

ク

リ

ご

免

疫

群

13
335

(310)
含

A.T.
０．６×０．６ １．０×１．０

　∴

０．３×０．３ １．０×１．０

　∴

０．３×0.30.6×０．６

　　　　　｜●●

- - ＋
To-s

０．５×０．５ ０．７×０．７ ０．３×０．４ ０．６×０．６ ０．３×０．３ 0.5×0.5;
　　　　　個0

Ha-s
０．６×０．６ ０．８×０．８ ０．４×０．４ ０．２×０．２

- -

NaCl - - - - - -

14
310

(305)
含

A.T.
0.7×0.7 ０．９×０．９ 0.4×0.4 ０．７×０．７ ０．４×０．４ 0.4×0.5

300 －　　＋
To-s

０．５×０．５ ０．８×０．８ ０．３×０．３ ０．５×０．５ 0.2×0.2'0.3×0.3

　　　　　１
　　　　　4

Has
０．５×０．５

　　-

0.9×0.9

　∴

０．４×０．４

-
０．３×０．３

　　　　　　　-

NaCl - - - - -

15
320

(305)
含

A.T.
１．０×１．０

　∴

１．２×１．２ ０．５×０．５ 1.0×1.0

　∴ ｜
｜

To-s
０．８×０．７ ０．８×０．８ ０．５×０．５ ０．６×０．６

死

Has
０．６×０．９

　∴

１．０×１．０

　∴

０．３×０．３ 0.3×0.3
｜

｜

NaCl - - - -

非

免

疫

群

ら對

照

心

34
340

(320)
含

　　　　１．０×１．０AT.　．
１．２×１．２･０．６×０．８

　●　　　　　　｜
　●●　　　　　Ｉ●●

1.2×1.2
　∴

０．７×０．７ 1.0×1.0

　∴

＋
To-s

０．６×０．７ ０．８×0.80.5×０．５

　　　　　１　●●　　　ｌ

０．６×０．６ 0.5×0.4 ０．６×０．６

Has
１．０×１．０

　∴

１．２×１．２

　ふ

０．５×０．５ １．０×１．０１０．４×０．５

　●●●　　　　　

ｌ

●●

0.8×0.8

　∴

NaCl -　　｜　　- - －　ｌ　－ -

35

－

36

　325

(305)
含

A.T.
0.5×0.5,0.7×0.7 ０．３×０．３ ０．８×０．８０．４×０．４

　●●　　　１
　　　　　　ｌ

１．０×１．０

　∴

＋
To-s

０．４×０．４ ０．５×０．５
０．３×0.30.5×0.50.5×０．５

　　　　　！　　　ｊ

0.5×0.5

Has
０．６×0.60.7×０．７0.6×0.5 ０．７×0.70.5×０．５

　●●　　　｜　●

０．６×０．６

　　　　一一

　　－NaCl －　｜　－ - －　｜　－

330
(310)

含

A.T.
０．７×０．７ 1.0×1.0

　∴
0.6×0.61.0〉<１．０

　●●　　　Ｊ・
　　　　　　　●●

0.5×0.5 ０．９×０．９

　∴

＋

To-s　0.5×0.50.6×０．６

　　　　　　　　　　　　●●

０．６×0.60.7×０．７０．６×０．５0.6×0.6

0.7×0.7
　∴

Has
　　　　---　　　　　WW0.6×0.60,7×0.710.7×0.70.7×0.80.6×0.6

●●　　　｜∴　　几゜．。　！∴　　ｌ●●

　　　　　　　　　　-　Ｉ NaCl　　’-一一　　　一　ｙ　－　ｉ　－　｜　一

一
-

ｉ　　　　　　　　　Ａ‘Ｔ’　　　　　　　　　　　　　　　　　ｉ

｜　　　　　　　　　　　　　　　_ミミ　___　　　　　＿　　　　　-　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　＿　　　　＿___　＿

!42i 340 t
TOTs_＿‥　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　l　　　　　　j

385
- 　 　 -

　 　 　 １
　 　 　 ｜

-
非’’　　　゛　Has　　　　　　　ｌ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

－　－
　　　　　　　　　　　ｉ

　　　　　　　　　　　ｌ　　　　　　　　　　　｜
μン　！　　　　　　！　NaCl略，　・
¬　ｉ　　　　°A.T.　　　　ｌ　　　　　．　ｊ

ｉ　　　ｉ　｜　　　　　　　　　｜
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染

吽

へ對

照Ｊ

43 340 含　　To-s

　　　Has

　.　NaCl

． 　 ＿ 　 ＿ ＿ -

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｜

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｜

　　一一

－一一一一 400 - 四
-

１

44 360 含

A.T.
-・－一一　　　-

400 - - -To-s

Has

NaCl

＝ － － ＝ ｗ 〃

Ｆ

｜

4
3

　
　
　

一

　
　

4
　
4

四
ｙ
２
　
「
」

第三節

　

本章ノ小括

Ha-stoffが結核海=狽二對シ、Hautallergie J

臆感作二對シ有カナルFaktorナルノ｀ゝ前征二於

テ述゛タ處デアルガ、本賓験二於テモ此事賓ハ

再認識サレタ。 Tuberkulintodニ對シテモ一定

ノ抵抗テ賦貨ソ、ル事モ認ノラレルガ、To-stoff

が終始Tuberkulintod尹免カレタノニダ､及バ

ナ１．然シTo-stoff處置一依リテハHaut-

allergieハ少シ夕影響ラ受ケタルニ止ツタ。是

等ノ現象ハ複雑多岐ナル「ツベルクリン・アlノ

ルギー」ノ一面テ示フヽモノデアツテ。恐ラク｡ハ

「ツヽごルクリン」ノ多元性二由来スルモノデア

リ、後章二於テ深ク論及スルデアラウ。

第六章

　

總括及ビ考按

「ツベルクリン」及ビ、其各劃分ダ｀「゛｀プテン」ナ

リト述ベタ。上記ノ各物質が、軍鶏ニテ､ハ健康

動物ニ「アレルギー」ヲ賦爽スル事モ、亦常該動

物ノ血清中二特異性抗値ノ産生モ不可能ナルニ

拘ラズ、Schlepper添加ニョリ一定度ノ「ツ

ベ「ルクリン・アレルギー」ノ傾向子賦貢セシメ

得、叉、仮令Kombinationsimmunisierung -^

ヨリ血中抗噴ノ澄明二不満ナル黙ガアツタトハ

雖、結核免疫血清二對シ、補醵結合反憲二於テ

モ、沈降反恵二於テモ、著明ナル反座元トシテ

ノ性質ラ具備スルサ見ルニ及ンデハ、「ツベルク

リン」及ビ其劃分が「ハプテン」ナリト樽シテモ

差支ヘナキモノト考ヘル。

次デ、睨感作能カユ就テ述ベタ。 To-stoff及ビ

Ha-stoffが結核個醒二對フ、ル皮内反憲ノ状態二

於テ、相異ナル處アルバ、既二述ベタノデアツ

タガ、此ノ異ナル反憲カラ有フ、ル物質ラ以テ脱

感作ヲ･行フトキ、其能カユ差違ノ生ズル事ハ充

分想像セラレルトコロデアツテ、余ノ場合Ha-

5t0ffニ弼キ脱感作能カノ存ノ､ル事ヲ賓験シ得タ

ノデアル。抑々「アレルギー」性皮内反憲二於

ヲ･、最モ主トスベキ皮膚症状ハ局所皮膚ノ浸潤

デアル。而シテ==1ノ主症状=タ結核海=挑ノ皮内反

恵二於テ示ソヽモノハHa-stoffデアルヨリシテ、

木物質が、本症状テ訣クＴｏ-stofrニ比シ脱感

作能カノ彊キハ認メラ1ノルベキ事賓ト考ヘル。

局所性腕感作皮膚二於テ、毒力菌再接種二際シ、

所謂コ､、ホ氏現象二早期反恵ノ、國］チ「アレルギ

－｣性反座ノ、必ズシモ不可訣ノモノニ非ずル、

事ラ論ジタノデアルガ、教室ノ川口氏126]モ同様

ナ事賞ラ賞験シ得タ。而シテ余ノ賓験二於テノヽ

Ha-stoffニ依り處置シタル局所皮膚が他ノ場合

二比シ、ヨリ弼ク、毒力菌侵入二對シ抵抗ヲ示

シタト思ハレタノデアルガ、此ノ事賓が局所組

織免疫二依ルモノカ、或ハ叉他ノ機韓ニョルモ

ノト考フベキカ郡然タラヂルモノガアツテ、猶

究明ヲ･要スルモノト考ヘル。

｢ツベルクリン｣注射－ヨルTuberkulintod J

態度二於テ、結核海痕がTo-stoff或ハHa-stoff

處置二依リ、相異ナル反忠テ示ﾉ、事ヲ･賞讃シタ。

｢ツベルクリン｣反慮ノ本態二開シ、戸ｍ教授(127)

､ハ｢ツベルクリン｣活動性因子ヲ｢アレルゲン｣ト

ソヽル｢アレルギー｣性反廊デアリ、Urbach等ノ

｢パテルギー｣分類法二依ル｢アレルギー｣性｢パ
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テルギー」自］チ抗元、抗歳反嘸ナラント述ベラ

レテ1かレノデアルガ畏友工藤學士゛ハ、結核感

染動物ノ皮膚或ハ臓器組織が（ツベ）レクリン」活

動性因子ヲ･僅ク結合フ、ル性質ヲ有ノ､ノレコ

　

トサ鐙

シ、コレヨリシテ「ツ’゛ルクリン」反座乃至ハ

「アレルギー。性炎症ハ「アレルギー」性個醵ノ組

織ニ「アレルゲン」卜結合ﾉ、・ヽごキ組織性抗値ガア

リ、コノ結合ニョリ生ジタル刺戟物質が「アlノ

ルギー」性炎症ヲ･惹起スルモノナラントシテ居

ルノデアル。曾ツテＣｏｃａｔ3し｀「アレルギー」’l生

個胎ニ。・ヽ「アレルゲン」ト結ビ反恚ヲ･呈ノ､ル「リ

７ギシ」ナルモノガアルト述’゛テ居ル。「アレル

ギー」ナル現象元

Anaphylaxieモ、Piｒｑｕｅtノ柵ヘタノしが如ク

ｖｅｒ§､nderteReaktionsf§､higkeitデアリ、個鱈

ノＵｍｓｔｉｍｍｕｎｇデアリ、同一範喘二包含サ

ルベキ現象デアラウ。斯クテ、Ｅ. Carlinfanti

ハAllergie et anaphylaxie ニ於テ次ノ如ク述

’｀ごテヰル。

Die Allergie bei Tuberkulose hat mit　der

Anaphylaxie manches gemeinsam, es gibt

aber auch　Unterschiede　zwischen　beiden

Reaktionsf ormen, ｚ．Ｂ. die Moglichkeit der

passiven Uebertragung　der　Anaphylaxie,

die fiir die　Allergie　nicht　besteht. Von

zwei Gesichtspunkten aus lassen　sich　die

Grenzen zwischen beiden Ｐｈ§､nomenen iiber-

briicken.

　

Erstens, wenn die　Allergie　als
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eine Vorstufe der Anaphylaxie ausgefasst

wird, als eine Phase, bei der lediglich eine

zellulare Ueberempfindlichkeit besteht und

noch keine　Produktion　freier　Antikorper

eingesetzt hat. Zweitens　konnen　die　Be-

sonderheiten der allergischen Reaktion du-

rch langsame, die der Anaphylaxie durch

die schnelle Resorption des Antigens mit-

bedingt sein・

以上ノ如ク述ベテヰルガ、「ツベルクリン・アナ

フィラキシー」ニ於テ、freie Antikorper が在

リヤ否ヤノヽ暫ク措クトフ､ルモ、Ｃｏｃａノ柵ヘル

如ク「リアギン」ガアリ、工藤ノ云フガ如ク「ツ

ベルクリン」有数因子ト結合フ、・ヽごキ組織抗膿ガ

アルトスルナレパ、一＼な「ツ゛ルクリン」ノ多元

性ナル犬

　

りレペ｀キ組織抗膿モ多:元性ナル・ヽヽごキデアル。

於此、結核個膿二對ノ､ル余ノＴｏ-stofr ｡及Ha-

stofrノ作用万考フルトキ、其各｡々ニ相對スル

「リアギン」様物質が想像セラレ、一八致死作用

刊lilク現ハシ、他ハ皮内皮座ノミヲ惹起スル結

果が考ヘラレルノデアリ、叉結核個醵テ上記２

物質ヲ’以テ處置シテ生ズベキ、「ツ・ヽごルクリン」

ニ對フヽル皮啓不感性乃至ハTuberkulintod J

状態二於テ、成ハＴｏ-stofr處置－ヨリ、或､ハ

Ha-stoff處置ニョリ夫々相異ナリ、特異ナル

結果ラキムモ亦常然ナリト云ヘヤウ。

第七章

　

結

　

論

１。「ヽｿ・ヽごルクリン」及其劃分デアルTodstoff

拉こHautstoff軍偏ニラノヽ、皮下注射－ヨル

モ、皮内注射－ヨルモ健康動物ニ「ツベルクリ

ン・アレルギー」ラ貝武典人ル事ハ出来ナイ。

２．

　

是等ニSchlepperトシテ豚血清々添加フ、

ル事二依リ、一定度ノ「ツベルクリ一丿・アレル

ギーｙ｀賦爽セシメ得ル。

３．「ツベルクリン」及其割分軍鶏處置－テハ、

健康動物二免疫抗醵ヲ･鐙スル事ハ出来ナカツ

タ。。

４．是等ニSchlepperトシテ豚血清ラ加へ、

處置シテモ、著明ナル抗膿産生ハ認ｙラレナカ

ツタ。然シ乍う抗醵産生ノ可能性二就テハ、猫

希望ヲ･捨ツルコトハ出来ヌ。

５．「ツルクリン」ノ「カオリン」吸著物ソノモ

ノザ以テ、健康動物テ處置シテモ、「ツベルクリ

ン・アレルギー」及ビ免疫抗歳産生ハ、ソノ傾

向ノ片鱗ヲ認・’シｊタニ過ギナ４．



6･

　

結核見疫血清ニ對スル、補蜀結合性抗元ト

シテハ、「ツ‘､゛ルクリン」、TOdStOfr，HautStOfr

何レモ作用ﾉ､ルo然シ、沈降元トシテハ「ポリ

サヴカリード」性ナル、HautStofrこ一ノミ其ノ性

能ｦ･認ｙタo

7･

　

ﾆ1レぜ要スルニ、「ツｇルクリン」及各劃分

ダ｀「一’｀プテン」デアルo

8･

　

結核海貌ニ對スル臆感作能力ヘ

　

ソレガ全

身性ナルト局所性ナルト

免疫丿力。・ヽ存績ソ、ル。否、早期反座ヲ有スルモノ

ヨリモ優レテヰル。

10．之へ「アレルギー」現象二必要ナ組織抗借

（反座抗膿）トモ云フペ｀キモノガ、必ズシモ免疫

現象ニハ必要ナラデル事ヲ示ソ、。

11．「ツルクリン」皮膚「アレルギー」ト「ツｇ

ルクリン・アナフィラキシー」トサ惹起スベ゛キ、

「ツｇルクリン」中/ Faktorハ異ナルモノト思

ノヽレル。従ツテ、結核個薗中二存スノレト思ノ’ヽレ

ル、反座抗膿モ多元性デアラウ。

（脱稿フ、ルニアタリ、御指導、御校閲り辱ウセシ

恩師戸田教授及ビ不断ノ御鞭掟ヲ･賜リタル常學

皮膚科教室皆見教授二満腔ノ謝意４表ブ、）
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